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はじめに 
 

 

このマニュアルは，次に示すプログラムプロダクトの機能と使用方法について説明したものです。 

 

P-2651-FB14   ＳＥＷＢ＋／ＲＥＰＯＲＴ  ＭＡＮＡＧＥＲ 

 

■対象読者 

このマニュアルは，アプリケーションプログラムを作成する際に SEWB+で定義した情報を印刷する

方を対象としています。また，SEWB+/CONSTRUCTION で提供するプログラム定義・プログラム生成

の基本仕様，および SEWB+/REPOSITORY-BROWSER が提供するリポジトリブラウザ・関連ブラウザの

機能を理解していることを前提としています。 

 

■マニュアルの構成 

このマニュアルは，次に示す章と付録から構成されています。 

第１章 概要 

REPORT MANAGER の概要，機能および特長，および REPORT MANAGER の位置付けに 

 ついて説明しています。 

第２章 プログラム処理概要図 

  プログラム処理概要図を印刷する操作手順および印刷方式について説明しています。 

第３章 データ定義仕様書 

 データ定義仕様書を印刷する操作手順および印刷方式について説明しています。 

第４章 レコード定義仕様書 

 レコード定義仕様書を印刷する操作手順および印刷方式について説明しています。 

第５章 コード表 

 コード表を印刷する操作手順および印刷方式について説明しています。 

第６章 論理設計図 

 論理設計図からオブジェクト定義情報とオペレーション詳細情報を印刷する操作手順

および印刷方式について説明しています。 

第７章 インパクトレポート 

 インパクトレポートを印刷する操作手順および印刷方式について説明しています。 

第８章 リポジトリ登録情報 

 リポジトリに登録されている各種情報を，データ項目一覧表，データ項目仕様書,結合

項目構成一覧表，レコードレイアウト，業務ルール一覧表，業務ルール仕様書，ドキ
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ュメント一覧表として印刷する操作手順および印刷方式について説明しています。 

付録Ａ CSV 出力形式 

付録Ｂ CSV ファイル出力時のファイル名称基準 

付録Ｃ コマンドライン起動パラメタ一覧 

付録Ｄ EUR ファイル名称 

付録Ｅ エラーログファイル 

 

■関連マニュアル 

このマニュアルの関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。 

 

• ＳＥＷＢ＋ クライアントサーバシステム開発ガイド (3020-3-844) 

• ＳＥＷＢ＋／ＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ アプリケーション開発ガイド (3020-3-700) 

• ＳＥＷＢ＋／ＢＡＴＣＨ－ＦＲＡＭＥＷＯＲＫ 

    バッチシステム向けアプリケーションフレームワーク・部品 使用の手引 (3020-3-711) 

• ＳＥＷＢ＋／ＲＥＰＯＳＩＴＯＲＹ   運用ガイド (3020-3-697) 

• ＳＥＷＢ＋／ＲＥＰＯＳＩＴＯＲＹ   辞書設計ガイド (3020-3-698) 

• ＳＥＷＢ＋／ＣＯＤＥ－ＤＥＳＩＧＮ  コード設計支援 使用の手引 (3020-3-721) 
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■マニュアル体系 

 

  SEWB+ クライアントサーバシステム開発ガイド              概 (3020-3-844） 

《リポジトリ管理》 

  SEWB+/REPOSITORY 運用ガイド                   解 手（3020-3-697） 
    SEWB+/REPOSITORY 辞書設計ガイド                    手（3020-3-698） 
    Groupmax Object Server Version 6 システム管理者ガイド       解 手（3020-3-B56） 
  SEWB+/STANDARD-DICTIONARY 標準データ項目辞書 使用の手引       手（3020-3-719） 

《オブジェクト指向分析・設計》 

  SEWB+ オブジェクト指向分析・設計支援 使用の手引         手 操（3020-3-581） 

《分散オブジェクト設計支援》 

  SEWB+/CS - DESIGN ユーザーズガイド               手 操（3020-3-770） 

《クライアントサーバシステム設計支援》 

  SEWB+/OLTP DEFINER ユーザーズガイド               手 操（3020-3-909） 

《アプリケーション開発》 

  SEWB+/CONSTRUCTION アプリケーション開発ガイド           手 文（3020-3-700） 
  SEWB+/RECORD DEFINER ユーザーズガイド              手 操（3020-3-E41） 
  SEWB+/REPORT MANAGER ドキュメント作成支援 使用の手引        手（3020-3-720） 
  SEWB+/CODE-ANALYZER ユーザーズガイド              手 操（3020-3-820） 
  SEWB+/CODE-DESIGN コード設計支援 使用の手引             手（3020-3-721） 
  SEWB+ ﾊﾞｯﾁｼｽﾃﾑ向けｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾚｰﾑﾜｰｸ・部品 使用の手引         手（3020-3-711） 
  SEWB+/STANDARD-SUBROUTINE 標準サブルーチン 使用の手引        手（3020-3-725） 
  SEWB+ COBOL 構造化エディタ 使用の手引き                           手（3020-3-811） 

 

〈記号〉 概：概説書 

     解：解説書 

     手：手引書 

     文：文法書 

     操：操作書 
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■このマニュアルでの表記 

このマニュアルでは，製品名を次のように表記しています。 

表記 製品名 
Windows Server 2003 
Standard 

Microsoft(R) Windows Server(TM) 
2003, Standard Edition Operating 
System 

Windows Server 2003 

Windows Server 2003 
Enterprise 

Microsoft(R) Windows Server(TM) 
2003, Enterprise Edition Operating 
System 

Windows XP Home 
Edition 

Microsoft(R) Windows(R) XP Home 
Edition Operating System 

Windows XP 

Windows XP 
Professional 

Microsoft(R) Windows(R) XP 
Professional Operating System 

Windows 2000 
Professional 

Microsoft(R) Windows(R) 2000 
Professional Operating System 

Windows 2000 Server Microsoft(R) Windows(R) 2000 Server 
Operating System 

Windows 2000 

Windows 2000 
Datacenter Server 

Microsoft(R) Windows(R) 2000 
Datacenter Server Operating System 

Windows NT 4.0 
Workstation 

Microsoft(R) Windows NT(R) 
Workstation Operating System Version 
4.0 

Windows NT 4.0 

Windows NT 4.0 
Server 

Microsoft(R) Windows NT(R) Server 
Network Operating System Version 4.0 

Windows Me Microsoft(R) Windows(R) Millennium 
Edition Operating System 

Windows 98 Microsoft(R) Windows(R) 98 
Operating System 

Windows 

Windows 95 Microsoft(R) Windows(R) 95 
Operating System 

 

■常用漢字以外の漢字の使用について 

このマニュアルでは，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語については，

常用漢字以外の漢字を使用しています。 

全て（すべて） 貼り付け（はりつけ） 必須（ひっす） 

 

■KB（キロバイト）などの単位表記について 

1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそれぞれ

1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。 
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1 概要 

 
 

この章では，SEWB+/REPORT MANAGER の機能の概要と特長について説明します。 

  

1.1 概要 

 

1.2 特長 
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1.1 概要 
 

SEWB+/REPORT MANAGER（以下 REPORT MANAGER と略します）は，SEWB+で作成した各種の

情報を印刷します。 

REPORT MANAGER の概要を表 1.1-1に，それぞれの出力機能の概念図を図 1.1-1 ～ 図 

1.1-3に示します。 

        表 1.1-1 REPORT MANAGER の概要 

項番 印刷対象 出力情報 対象製品と機能 起動 

１ プログラム 

  処理概要図 

プログラム定義で設定したプログラム名

称，ＸＭＬ定義情報，インターフェース定

義情報，入出力定義情報，パラメタ定義情

報，部品定義情報，選択した業務ルール等

のプログラム情報を印刷する。※注１,※注 2 

SEWB+/CONSTRUCTION

  プログラム定義 

REPORT MANAGER 

 プログラム定義ファイル 

２ データ定義 

      仕様書 

データ定義で設定したプログラムで使用す

る外部情報の名称やレコード構造を印刷す

る。※注 2 

SEWB+/CONSTRUCTION

  データ定義 

REPORT MANAGER 

 データ定義ファイル 

３ レコード定義 

      仕様書 

レコード定義で設定したプログラムで使用

するレコード構造を印刷する。※注 2 

SEWB+/RECORD 

           DEFINER

REPORT MANAGER 

 レコード定義ファイル 

３ コード表 コード設計支援で定義したコード表を印刷

する。※注 2 

SEWB+/CODE-DESIGN REPORT MANAGER 

 コード定義ファイル 

４ 論理設計図 CS-DESIGN で作成した論理設計図を印刷す

る。※注 2 

SEWB+/CS-DESIGN REPORT MANAGER 

 論理設計図ファイル 

５ インパクト 

    レポート 

REPOSITORY-BROWSER の関連ブラウザで表示

した情報を印刷。起点オブジェクトから影

響を受ける関連，影響を与える関連を全て

印刷する。※注２ 

SEWB+/REPOSITORY-   

           BROWSER

  関連ブラウザ 

REPOSITORY-BROWSER 

 関連ブラウザ 

   インパクトレポート 

６ データ項目 

      一覧表 

指定したデータ項目に属する全てのデータ

項目を一覧表として出力。データ項目辞書

に登録した基本属性が出力される。※注２ 

SEWB+/REPOSITORY-   

           BROWSER

REPOSITORY-BROWSER 

 リポジトリブラウザ    

   データ項目 

７ データ項目 

      仕様書 

指定したデータ項目の定義情報を全て出

力。国語別，言語別に出力できる。※注２ 

SEWB+/REPOSITORY-   

           BROWSER

REPOSITORY-BROWSER 

 リポジトリブラウザ    

   データ項目 

８ 結合項目 

  構成一覧表 

指定した結合項目を上位とする項目の構成

を全て印刷する。※注 2 

SEWB+/REPOSITORY-   

           BROWSER

REPOSITORY-BROWSER 

 リポジトリブラウザ    

   データ項目 

９ レコード 

レイアウト 

RECORD EDITOR で表示したレコードレイア

ウトを印刷する。※注３ 

SEWB+/RECORD EDITOR REPOSITORY-BROWSER 

 リポジトリブラウザ 

   データ項目 

１０ 業務ルール 

      一覧表 

指定した業務ルールに属する全ての業務ル

ールを一覧表として出力。 

業務ルール辞書に登録した基本属性が出力

される。※注２ 

SEWB+/REPOSITORY-   

           BROWSER

REPOSITORY-BROWSER 

 リポジトリブラウザ    

   業務ルール 

１１ 業務ルール 

      仕様書 

指定した業務ルールの定義情報を全て出

力。国語別，言語別に出力できる。※注２ 

SEWB+/REPOSITORY-   

           BROWSER

REPOSITORY-BROWSER  

 リポジトリブラウザ 

   業務ルール 

１２ ドキュメント 

      一覧表 

指定したドキュメントに属する全てのデー

タ項目を一覧表として出力。ドキュメント

辞書に登録した基本属性が出力される。※注
２ 

SEWB+/REPOSITORY- 

           BROWSER

REPOSITORY-BROWSER 

 リポジトリブラウザ     

   ドキュメント 

 
注１) 出力方法として「Excel」と「EUR」との２通りから選ぶことができます。 

注２) 出力方法として「印刷」と「CSV ファイル出力」との２通りから選ぶことができます。

REPORT MANAGER による印刷の形式をカスタマイズする場合や，独自の情報を付加したい

場合は「CSV ファイル出力」で出力した CSV ファイルを修正し，CSV ファイルをサポート

している他のアプリケーションから印刷して下さい。 

注３) 出力方法は EUR による印刷のみ対象となります。CSV ファイル出力はサポートしていませ

ん。 
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図 1.1-1 プログラム処理概要図・データ定義仕様書・レコード定義仕様書・

コード表・論理設計図出力の概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1-2 インパクトレポート出力の概念図
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図 1.1-3 リポジトリ登録情報出力の概念図 
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1.2 特長 

 

1.2.1 プログラム処理概要図 

 

(1) 特長 

REPORT MANAGER で印刷するプログラム処理概要図は次のような特長があります。 

・プログラム定義情報をそのまま印刷 

CONSTRUCTION で定義した情報を全て出力します。 

・入出力定義に基づく処理概念図を自動生成 

入出力定義で定義した入出力項目の種別に基づいたシンボルが印刷され，それぞれの

シンボルに矢印を付け，入出力を表します。 

・ユーザ処理編成を追加コーディングの内容と対応付けて印刷 

プログラム定義のユーザ処理で編成のリフォーム後に表示されるユーザ処理編成とユ

ーザ処理編成上のＵＯＣに対して記述した追加コーディングを対応して印刷します。 

・サブシステム単位に複数のプログラム仕様定義を印刷できる 

複数指定による印刷が可能ですので，サブシステム単位に使用するプログラム仕様書

を一括して印刷することができます。 

・選択した業務ルールを適用項目と合わせて一覧表として印刷 

業務ルールを関連する入力項目，出力項目と対応付けて印刷します。 

 

(2) 印刷内容 

(a)  プログラム処理概要図（１頁目） 

 

図 1.2-1 プログラム処理概要図（１頁目） 
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 1) プログラム概要 

作成者，印刷日付，頁数，サブシステム名，プログラム名称，プログラムＩＤ，使

用言語，テンプレート名称を印刷します。また，ステップ数，承認欄は空白となり

ます。印刷設定画面で設定したヘッダ・フッタを頁の左上・右下に印刷します。 

 2) 処理概念図 

入出力定義情報をプログラム処理概念図で印刷します。 

 3) 概要 

プログラム概要を印刷します。 

 4) 入出力定義 

入出力項目定義情報（入出力項目，データ定義種別，ＩＯ区分等）を印刷します。

なお，これらの印刷内容は，CONSTRUCTION 上における定義内容および，使用する

テンプレートに依存しています。詳細は，「2.2 印刷方式」を参照して下さい。 

 5) パラメタ 

パラメタ定義情報（指示項目名とその値等）を印刷します。なお，これらの印刷内

容は CONSTRUCTION 上における定義内容および，使用するテンプレートに依存して

います。詳細は，「2.2 印刷方式」を参照して下さい。 

 

(b)  プログラム処理概要図（ＸＭＬ定義） 

 

図 1.2-2 プログラム処理概要図（ＸＭＬ定義） 

 

 1) プログラムＩＤ等 

作成者，印刷日付，頁数，プログラムＩＤを印刷します。ヘッダ・フッタは左上・

右下に印刷します。 

 2) ＸＭＬ定義情報 

ＸＭＬファイル名，指示項目とその値を印刷します。 
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(c) プログラム処理概要図（インターフェース定義） 

 

図 1.2-3 プログラム処理概要図（インターフェース定義） 
 

 1) プログラムＩＤ等 

作成者，印刷日付，頁数，プログラムＩＤを印刷します。ヘッダ・フッタは左上・

右下に印刷します。 

 2) インターフェース定義 

インターフェース定義情報（インターフェース項目名，インターフェース名，オペ

レーション名，論理設計図名，指示項目名とその値等）を印刷します。 

 

(d) プログラム処理概要図（部品定義） 

 

図 1.2-4 プログラム処理概要図（部品定義） 
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 1) プログラムＩＤ等 

作成者，印刷日付，頁数，プログラムＩＤを印刷します。ヘッダ・フッタは左上・

右下に印刷します。 

 2) 部品定義 

部品定義情報（展開部品名，部品ファイル名，展開するプロシジャ名等）を印刷し

ます。 

 

 (e) プログラム処理概要図（ユーザ処理） 

 

図 1.2-5 プログラム処理概要図（ユーザ処理） 

 

 1) プログラムＩＤ等 

作成者，印刷日付，頁数，プログラムＩＤを印刷します。ヘッダ・フッタは左上・

右下に印刷します。 

 2) ユーザ処理編成 

ユーザ処理編成をプログラム構造図の形式で印刷します。 

 3) 追加コーディング 

ユーザ処理のコーディング内容を印刷します。 
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(f) プログラム処理概要図（チェック／編集条件表） 

 

図 1.2-6 プログラム処理概要図（チェック／編集条件表） 

 

 1) プログラムＩＤ等 

作成者，印刷日付，頁数，プログラムＩＤを印刷します。ヘッダ・フッタは左上･

右下に印刷します。 

 2) セクション名 

ユーザ処理編成で表示されたセクション名を印刷します。 

 3) 入力項目・業務ルール名称・出力項目 

プログラム定義で選択された業務ルールを該当する適用項目の入力項目・出力項目

と対応付けて印刷します。 
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(g) プログラム処理概要図（メモ） 

 

図 1.2-7 プログラム処理概要図（メモ） 

 

 1) プログラムＩＤ等 

作成者，印刷日付，頁数，プログラムＩＤを印刷します。ヘッダ・フッタは左上・

右下に印刷します。 

 2) メモ 

ユーザが定義したメモの内容を印刷します。 

 

(h) プログラム処理概要図（別紙） 

 

図 1.2-8 プログラム処理概要図（別紙） 
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 1) プログラムＩＤ等 

作成者，印刷日付，頁数，プログラムＩＤを印刷します。ヘッダ・フッタは左上・

右下に印刷します。 

 2) 入出力定義 

1 枚目の入出力項目に収まらなかった定義情報が印刷されます。 

 3) パラメタ 

1 枚目のパラメタに収まらなかった定義情報が印刷されます。 
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1.2.2 データ定義仕様書 

 

(1) 特長 

CONSTRUCTION のデータ定義で定義した情報を印刷します。データ定義では，入出力フ

ァイル，OPEN/TP1 用のメッセージ，及び RDB を定義することができ，名称やキー項目

等を必要に応じて定義を行います。また，データ定義で使用するレコード構造として最

上位結合項目またはレコード定義を指定します。 

REPORT MANAGER では，データ定義で定義した項目名称やキー項目等の定義情報とレコ

ード構造として指定した結合項目またはレコード定義の構成図，自動計算したレコード

長や，各項目のレコード上の位置を印刷することができます。 

 

(2) 印刷内容 

 

図 1.2-9 データ定義仕様書 

 1) データ定義情報 

作成者，承認者，印刷日付，ページを印刷します。承認者は空白で出力されます。

印刷設定画面で設定したヘッダ・フッタを，頁の左上・右下に印刷します。 

 2) 印刷対象設定情報 

データ定義名称，データ定義ファイル(.csd)名称，国語種別，言語種別は印刷設定

画面で設定した情報をそのまま印刷します。この出力情報は定義したデータ定義の

種別により異なります。 

 3) レコード構造 

データ定義でレコード構造として設定した最上位結合項目またはレコード定義の構

成を印刷します。出力する情報は，指定された言語種別に該当する標準名称，レベ

ル，データ項目名称，タイプ，桁数，小数，反復，辞書，位置，サブ属性です。 
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1.2.3 レコード定義仕様書 

 

(1) 特長 

RECORD DEFINER のレコード定義で定義した情報を印刷します。レコード定義では， 

REPOSITORY のデータ項目辞書を活用してレコード構造を定義します。また，データ項

目辞書に登録されていないデータ項目をレコードの構成要素として使用できます。 

REPORT MANAGER では，レコード定義で定義したレコード構造の構成図，自動計算した

レコード長や，各項目のレコード上の位置を印刷することができます。 

 

(2) 印刷内容 

 

図 1.2-10 レコード定義仕様書 

 1) レコード定義情報 

作成者，承認者，印刷日付，ページを印刷します。作成者，承認者は空白で出力さ

れます。印刷設定画面で設定したヘッダ・フッタを，頁の左上・右下に印刷します。 

 2) 印刷対象設定情報 

国語種別，言語種別，レコード定義ファイル(.csc)名称は印刷設定画面で設定した

情報をそのまま印刷します。 

 3) レコード構造 

レコード定義で設定したレコード構造の構成を印刷します。出力する情報は，指定

された言語種別に該当する標準名称，レベル，データ項目名称，タイプ，桁数，小

数，反復，辞書，位置，サブ属性です。 
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1.2.4 コード表 

 

(1) 特長 

CODE-DESIGN の名称指定画面およびコード表編集画面で定義した情報を印刷します。

CODE-DESIGN で定義した画面と同じイメージで印刷できます。 

 

(2) 印刷内容 

 

図 1.2-11 コード表 

 

 1) コード表情報 

作成者，承認者，印刷日付，ページを印刷します。承認者は空白で出力されます。

印刷設定画面で設定したヘッダ・フッタを，頁の左上・右下に印刷します。 

 2) 見出し 

CODE-DESIGN の名称指定画面で設定した名称及びコメントをそのまま印刷します。 

 3) データ 

CODE-DESIGN のコード表編集画面で定義した情報を画面と同じイメージで印刷しま

す。１～４行目まではコードの項目属性を，５行目以降は項目に対するデータを表

します。 
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1.2.5 論理設計図 

 

(1) 特長 

CS-DESIGN で作成した論理設計図ファイルを元に，論理設計図で作成したオブジェクト

定義情報，およびオブジェクトに定義されているオペレーション詳細情報を印刷します。 

 

(2) 印刷内容 

 

(a)オブジェクト定義情報 

 

図 1.2-12 オブジェクト定義情報 

 

 1) 概要 

オブジェクトの概要として，オブジェクト番号，オブジェクト名，オブジェクト日

本語名，インターフェース名，インターフェース日本語名，ベースインターフェー

ス名，ＩＤＬファイル名を印刷します。 

 2) 属性 

オブジェクトに定義されている属性の属性名，日本語名，型，アクセスモードを印

刷します。 

 3) オペレーション 

オブジェクトに定義されているオペレーション，日本語名を印刷します。 

 4)オブジェクト関連 

他のオブジェクトとの関連情報として，印刷対象オブジェクトの呼び出し元オブジ

ェクトのオブジェクト番号とオブジェクト名，および呼び出し先オブジェクトのオ

ブジェクト番号とオブジェクト名を印刷します。 
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(b) オペレーション詳細情報 

 

図 1.2-13 オペレーション詳細情報 

 

 1) 概要 

オペレーション詳細情報の概要として，オペレーション，定義オブジェクト番号，

定義オブジェクト名，オペレーション名，オペレーションの日本語名，戻り値の型

を印刷します。 

 2)引数 

オペレーションの引数として定義した項目の名称，日本語名，型，入出力を印刷し

ます。 

 3) コメント 

オペレーションに定義されたコメントを印刷します。 

 4) ユーザ例外 

オペレーションに定義されたユーザ例外を印刷します。 

 5) リクエスト・コンテキスト 

オペレーションに定義されたリクエストコンテキストを印刷します。 

 

 



１．概要 

17 

1.2.6 インパクトレポート 

 

(1) 特長 

REPORT MANAGER で印刷するインパクトレポートは，REPOSITORY-BROWSER が提供する関

連ブラウザで表示した情報をそのまま印刷できます。 

関連ブラウザでは注目するオブジェクトを起点として，関連付けられたオブジェクトを

ツリー形式で表示しています。表示オプションで関連するレベルを１～９の範囲で変更

することができます。また，全レベル表示により最下層まで表示することもできます。 

REPORT MANAGER では画面で表示されたレベルに関わらず，２０階層を上限として印刷

し，明示的に階層表示を行います。これにより，オブジェクトの関連がよりわかりやす

いドキュメントになっています。 

 

(2) 印刷内容 

 

図 1.2-14 インパクトレポート 

 

 1) インパクトレポート情報 

作成者，承認者，印刷日付，ページを印刷します。作成者，承認者は空白で出力さ

れます。印刷設定画面で設定したヘッダ・フッタを，頁の左上・右下に印刷します。 

 2) 起点オブジェクト情報 

オブジェクト名称，オブジェクトの格納先，オブジェクト種別，更新日時を印刷し

ます。 

 3) 関連の絞り込み情報 

起点からの表示方向，表示関連種別，関連対象オブジェクト種別を印刷します。 

 4) 関連情報 

関連方向，階層，影響対象オブジェクト名称，種別，影響対象オブジェクトの格納

先，関連種別を印刷します。 
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1.2.7 データ項目一覧表 

 

(1) 特長 

選択されたオブジェクト（辞書フォルダ，データ項目など）に属する全てのデータ項目

情報を印刷します。１つのデータ項目に関しては，データ項目名称・標準名称などの基

本属性のみを印刷します。 

REPOSITORY-BROWSER の画面と同様なツリーイメージで印刷されるため，データ項目間

の継承関係を把握できます。 

 

(2) 印刷内容 

 

図 1.2-15 データ項目一覧表 

 

 1) データ項目一覧表情報 

作成者，承認者，印刷日付，ページを印刷します。作成者，承認者は空白で出力さ

れます。印刷設定画面で設定したヘッダ・フッタを，頁の左上・右下に印刷します。 

 2) 印刷対象設定情報 

選択したデータ項目辞書が属する辞書フォルダ名称を印刷します。国語別は

REPOSITORY-BROWSER で設定した国語別を印刷します｡ 

 3) データ項目情報 

データ項目名，分類，桁数，小数部桁数，反復回数，標準名称，フリガナ，更新日

時を印刷します。 
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1.2.8 データ項目仕様書 

 

(1) 特長 

REPOSITORY-BROWSER のデータ項目編集で定義した情報をデータ項目単位に印刷します。 

対象言語を印刷時に選択することができます。印刷される国語別は，印刷実行時に

REPOSITORY-BROWSER 上で設定されていた表示方法に従います。 

 

(2) 印刷内容 

 

図 1.2-16 データ項目仕様書 

 

 1) データ項目仕様書情報 

作成者，承認者，印刷日付，ページを印刷します。作成者，承認者は空白で出力さ

れます。印刷設定画面で設定したヘッダ・フッタを，頁の左上・右下に印刷します。 

 2) 基本属性情報 

データ項目の名称，属性，付加情報を印刷します。 

 3) 言語別詳細情報 

CONSTRUCTION によるプログラム生成時に使用する情報を印刷します。 

 4) 付加情報 

ユーザの自由な目的で使用される付加的な情報です。「フィールド１」～「フィー

ルドｎ」，各国語別のコメントを印刷します。 
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1.2.9 結合項目構成一覧表 

 

(1) 特長 

REPOSITORY-BROWSER のデータ項目編集で結合項目として定義したデータ項目の構成情

報を一覧として印刷します。 

項目の構成がツリー構造で展開され，指定された言語の言語別詳細属性と合わせて印刷

されます。 

 

(2) 印刷内容 

 

図 1.2-17 結合項目構成一覧表 

  

 1) 結合項目構成一覧表情報 

作成者，承認者，印刷日付，ページを印刷します。作成者，承認者は空白で出力さ

れます。印刷設定画面で設定したヘッダ・フッタを，頁の左上・右下に印刷します。 

 2) 印刷対象設定情報 

選択した結合項目が属する辞書フォルダ名称及び項目名称を印刷します｡また，

REPOSITORY-BROWSER で設定した国語別及び印刷設定画面で設定した対象言語を印

刷します。 

 3) 結合項目構成 

印刷対象として指定されたデータ項目の構成項目の一覧をツリー形式で印刷します。

データ項目辞書の基本属性より取得したデータ項目名，標準名称，桁数，小数，反

復，及び指定された言語の言語別詳細属性より取得した名前，タイプ，編集文字列，

更新日時が構成情報となります。 



１．概要 

21 

1.2.10 レコードレイアウト 

 

(1) 特長 

REPOSITORY-BROWSER のデータ項目編集で定義した結合項目をレコードのレイアウトイ

メージで印刷します。RECORD EDITOR で表示したレコードレイアウトと同形式な帳票が

印刷されます。 

 

(2) 印刷内容 

 

図 1.2-18 レコードレイアウト 

  

 1) レコードレイアウト情報 

作成者，承認者，印刷日付，ページを印刷します。作成者，承認者は空白で出力さ

れます。印刷設定画面で設定したヘッダ・フッタを，頁の左上・右下に印刷します。 

 2) レコードレイアウト 

印刷対象として指定された結合項目の構成をレコードのレイアウトイメージで印刷

します。データ項目辞書の基本属性より取得したデータ項目名，属性，バイト数が

印刷されます。 
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1.2.11 業務ルール一覧表 

 

(1) 特長 

選択されたオブジェクト（辞書フォルダ，業務ルール管理アイコンなど）に属する全て

の業務ルール情報を印刷します。１つの業務ルールに関しては，業務ルールの属性，お

よび適用項目情報のみ印刷します。 

印刷される国語別は，印刷実行時に REPOSITORY-BROWSER 上で設定されていた表示方法

に従います。 

 

(2) 印刷内容 

 

図 1.2-19 業務ルール一覧表 

  

 1) 業務ルール一覧表情報 

作成者，承認者，印刷日付，ページを印刷します。作成者，承認者は空白で出力さ

れます。印刷設定画面で設定したヘッダ・フッタを，頁の左上・右下に印刷します。 

 2) 印刷対象設定情報 

選択した業務ルールが属する辞書フォルダ名称を印刷します｡ 国語別は

REPOSITORY-BROWSER で設定した国語別を印刷します｡ 

 3) 業務ルール情報 

業務ルール名，標準名称，ルール種別，適用データ項目名，適用条件，更新日時を

印刷します。 
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1.2.12 業務ルール仕様書 

 

(1) 特長 

REPOSITORY-BROWSER の業務ルール作成で定義した情報を業務ルール単位に印刷します。 

対象言語を印刷時に選択することができます。印刷される国語別は，印刷実行時に

REPOSITORY-BROWSER 上で設定されていた表示方法に従います。 

 

(2) 印刷内容 

 

図 1.2-20 業務ルール仕様書 

 

 1) 業務ルール仕様書情報 

作成者，承認者，印刷日付，ページを印刷します。作成者，承認者は空白で出力さ

れます。印刷設定画面で設定したヘッダ・フッタを，頁の左上・右下に印刷します。 

 2) 属性情報 

各国語に対応した業務ルールの名称，フリガナ，コメント等を印刷します。 

 3) ルールスクリプト 

記述言語に対応したルールの内容を印刷します。 

 4) データ項目 

業務ルールに適用するデータ項目，キーワード，適用条件を印刷します。 
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1.2.13 ドキュメント一覧表 

 

(1) 特長 

REPOSITORY に格納された各種設計情報のドキュメント一覧を印刷します。 

ドキュメントフォルダを起点としてそのフォルダに属するドキュメント情報を一覧表と

して印刷します。 

 

(2) 印刷内容 

 

図 1.2-21 ドキュメント一覧表 

 

 1) ドキュメント一覧表情報 

作成者，承認者，印刷日付，ページを印刷します。作成者，承認者は空白で出力さ

れます。印刷設定画面で設定したヘッダ･フッタを，ページの左上・右下に印刷し

ます。 

 2) 印刷対象設定情報 

指定したドキュメントフォルダ名称を印刷します。 

 3) ドキュメント情報 

ドキュメント名，バージョン名，ドキュメント種別，所有者，更新日時，コメント

を印刷します。 
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2 プログラム処理概要図 
  

REPORT MANAGER は，CONSTRUCTION が作成したプログラム定義ファイルを元に，

プログラム処理概要図の印刷を行います。 

この章では，REPORT MANAGER を用いてプログラム処理概要図の印刷を行う際の

操作手順および，印刷方式について説明します。 

  

2.1 操作手順 

 

2.2 印刷方式 

 

2.3 印刷例 



２．プログラム処理概要図 
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2.1 操作手順 
 

この節では，REPORT MANAGER を用いてプログラム処理概要図の印刷を行う操作の手順

を説明します。 

 

2.1.1 操作の流れ 

プログラム処理概要図の印刷を行う操作の流れを図 2.1-1に示します。 

REPORT MANAGER を起動することにより印刷設定画面が表示されます。この画面で印刷

ファイル等各種情報を設定し，プレビュー等で確認した後，印刷を実行します。 

プログラム処理概要図は Excel を用いて印刷する方式とＥＵＲ（エンドユーザ帳票作成

機能）を用いて印刷する方式があります。どちらも CONSTRUCTION で定義した情報を出

力しますが，フォーマットが若干異なります。 

また印刷プレビューは，Excel を使用した時のみの対応となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 2.1-1 プログラム処理概要図印刷の操作の流れ 

 

 

 

●サブシステム名入力 
●印刷フォーマット設定 

印刷設定 

●印刷ファイル選択 印刷ファイルの
選択

●印刷イメージの確認（Excel のみ） 
 
 

印刷プレビュー

●プログラム処理概要図の印刷実行
 
 

印刷実行 

終了
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2.1.2 操作方法 

 

(1) REPORT MANAGER の起動 

REPORT MANAGER はスタートメニューもしくはフォルダ中のアイコンから起動します。 

スタートメニューもしくはフォルダ中の REPORT MANAGER のアイコンをダブルクリック

して起動すると，REPORT MANAGER メイン画面が表示されます。 

 

(2) 印刷設定 

サブシステム名の入力や印刷フォーマットの設定を行います。 

 

 

図 2.1-2 REPORT MANAGER メイン画面 

 

・サブシステム名，ヘッダ，フッタ 

サブシステム名，ヘッダ・フッタを入力して下さい。本入力欄に入力した名称がその

ままプログラム処理概要図に出力されます。ヘッダ・フッタは処理概要図の左上と右

下にそれぞれ印刷されます。 



２．プログラム処理概要図 
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・用紙サイズ，印刷部数 

用紙サイズ，印刷部数を設定して下さい。 

・印刷区分 

印刷を Excel で行うか，EUR で行うか設定します。どちらも印刷する情報は同じです

が，若干フォーマットが異なります。詳細は「2.2 印刷方式」を参照して下さい。 

・国語別・言語区分 

設定した国語別・言語区分に従い，プログラム処理概要図を出力します。 

・標準印刷チェックボックス 

本チェックボックスをチェックすると，BATCH-FRAMEWORK 対応の標準フォーマットで

印刷を行います。詳細は，「2.2 印刷方式」を参照して下さい。 

・ＸＭＬ，インターフェース，部品，ユーザ処理編成，追加コーディング，チェック／

編集条件表，メモチェックボックス 

チェックボックスをチェックすることにより，該当するドキュメントを印刷します。

印刷する必要がないものは，未チェックの状態に設定して下さい。 

ＸＭＬ，インターフェース，部品，チェック／編集条件表，メモについてはデータが

存在しない場合，チェックボックスをチェックしても何も出力されません。 



２．プログラム処理概要図 
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(3) 印刷ファイルの選択 

印刷対象のプログラム定義ファイルを選択します。印刷対象は複数選択することができ

ます。この場合，サブシステム名の設定内容が全てのプログラム処理概要図のサブシス

テム名の欄に印刷されます。 

REPORT MANAGER メイン画面の[追加]ボタン押下によりファイル選択画面が表示されま

す。 

 

メイン画面にて 追加  

 

 

 

 

 

 

図 2.1-3 ファイルの選択 

 

印刷対象のファイルを選択し，「開く」ボタンを押して下さい。ファイル名の一覧に追

加されます。 
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(4) 印刷プレビュー 

プログラム処理概要図を印刷する前に，あらかじめ画面上で印刷内容の確認を行いたい

場合，REPORT MANAGER メイン画面の[プレビュー]を押下することにより印刷プレビュ

ー画面が表示されます。 

本機能は印刷区分を Excel にした時のみ実行可能です。EUR の場合はプレビューボタン

が不活性になり使用することはできません。 

 

 

図 2.1-4 印刷プレビュー画面 

 

印刷プレビュー画面の[閉じる]を押下することにより REPORT MANAGER メイン画面に戻

ります。 



２．プログラム処理概要図 
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(5) 情報取得 

REPORT MANAGER を起動したままの状態で，印刷対象のファイルの修正を行った場合に，

REPORT MANAGER メイン画面の[情報取得]を押下する必要があります。 

[情報取得]を押下すると，印刷対象として選択されている各ファイルの情報を再度読み

込みます。 

例えば，プレビューで印刷イメージを確認した結果，プログラム仕様定義の内容を修正

する必要があることが判明し，REPORT MANAGER を立ちあげたままの状態で

CONSTRUCTION を起動し，修正を行ったとします。この場合，[情報取得]を必ず押下し

て下さい。押下しない場合，CONSTRUCTION による修正内容が印刷結果に反映されませ

ん。 

本機能も印刷方式を Excel とした時のみ有効です。EUR の場合は常に最新の

CONSTRUCTION の定義情報を印刷します。プレビューボタンと同様に情報取得ボタンは

不活性となります。 

 

 

図 2.1-5 情報取得中ダイアログ 
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(6) 印刷実行 

REPORT MANAGER メイン画面の[印刷]を押下，もしくはプレビュー画面から印刷を実行

することにより，プログラム処理概要図を印刷します。 

 

 

図 2.1-6 プログラム処理概要図印刷例 

 



２．プログラム処理概要図 
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(7) エラーダイアログ確認 

選択した印刷対象ファイル中に印刷が行えないものがある場合，そのファイル名と理由

を一覧ダイアログに表示します。 

ここでは，印刷が行えるファイルのみの印刷を行うか，印刷を中止するか選択します。 

 

 

図 2.1-7 エラーダイアログ 

 

・印刷続行 

印刷を行えるファイルのみ印刷を行う場合は，[続行]を押下します。 

・印刷中止 

印刷を中止して REPORT MANAGER メイン画面に戻る場合は，[中止]を押下します。 

 

(8) CSV 出力 

プログラム定義ファイルの情報を帳票形式でＣＳＶファイルに出力します。 

ＣＳＶファイル格納先指定で，格納先を指定し，ＣＳＶ出力ボタンを押下します。 

 

(9) 終了 

REPORT MANAGER メイン画面の[終了]を押下することにより REPORT MANAGER を終了しま

す。 
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2.1.3 環境設定 

REPORT MANAGER でプログラム処理概要図を印刷する際，プログラム定義ファイルを読

み込みます。この時，プログラム定義中で入出力項目設定を行っている場合，データ定

義ファイルの探索パスを設定する必要が有ります。CONSTRUCTION が提供している環境

設定ダイアログを用いて環境設定を行って下さい。 

操作方法および設定内容については，CONSTRUCTION のマニュアルを参照して下さい。 



２．プログラム処理概要図 
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2.2 印刷方式 
 

REPORT MANAGER では，EUR による印刷と Excel による印刷の２通りを提供しています。

本節ではそれぞれの印刷内容及びレイアウトを説明します。 

 

2.2.1 ＥＵＲによる印刷 

REPORT MANAGER の印刷方式には，標準印刷と非標準印刷があります。それぞれの方式

について説明します。 

 

(1) 標準印刷 

BATCH-FRAMEWORK の標準テンプレートに対応した印刷方式です。入出力定義情報を入出

力項目毎に１行ずつ印刷するため，見やすいプログラム処理概要図を印刷することがで

きます。 

 

(a)標準印刷レイアウト 

・プログラム概要図の標準印刷レイアウト 

標準印刷を使用した場合のプログラム処理概要図の出力結果を図 2.2-1に示します。 

 

 

図 2.2-1 プログラム処理概要図の標準印刷レイアウト 



２．プログラム処理概要図 
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1) プログラム概要 

作成者，印刷日付，頁数，サブシステム名，プログラム名称，プログラムＩＤ，使用

言語，テンプレート名称を印刷します。ステップ数，承認欄は空白となります。 

REPORT MANAGER メイン画面で設定したヘッダ，フッタはそれぞれ左上，右下に印刷

します。 

 

2) 処理概念図 

各入出力項目に設定されたデータ定義種別およびＩＯ区分から，プログラムの入出力

処理の概念図を印刷します。 

処理概念図で使用される構成記号を図 2.2-2に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-2 入出力項目構成記号 

 

各入出力項目のＩＯ区分の値と概念図における位置との対応を図 2.2-3に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 2.2-3 ＩＯ区分と概念図との対応 

 

入出力項目のＩＯ区分がＩ，Ｏ，ＩＯ以外の値の場合，その入出力項目は概念図には

出力されません。 

 

3) 概要 

処理の概要を印刷します。 

Ｉ 

プログラム名称 ＩＯ

Ｏ 

ＴＡＭ ＵＪ

ファイル

共通作業領域 RPC(入力･応答)メッセージ

ＭＬ 

ﾒｯｾｰｼﾞﾛｸﾞ ﾕｰｻﾞｼﾞｬｰﾅﾙＴＡＭ

ＤＡＭ

ＤＡＭＲＤＢ

帳票 画面 
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4) 入出力定義 

プログラムで使用する入出力項目の定義内容を印刷します。 

標準印刷の入出力定義部は，入出力項目，種別，ＩＯ，ファイル名，コピー句，外部

装置名，アクセスモード，接頭語，接尾語，キーの１０情報からなり，この１０情報

を１入出力項目毎１行，最大７行まで印刷します。 

標準印刷指定時に上記１０情報以外の入出力情報があった場合，その情報は印刷され

ません。 

入出力定義情報が無い場合，７行の空欄を出力します。 

入出力定義が１頁に入らない場合，入出力定義部右下に「以降別紙参照」と印刷し，

以降の入出力定義を別紙に続けて印刷します。 

 

5) パラメタ 

プログラム内で使用する，入出力以外の指示項目に関する情報を印刷します。 

パラメタ定義は，指示項目名，値，説明からなり，１項目１行，最大５行まで印刷し

ます。 

パラメタ定義情報が無い場合，５行の空欄を出力します。 

パラメタ定義が１頁に入りきらない場合，パラメタ定義部右下に「以降別紙参照」と

印刷し，以降のパラメタ定義を別紙に続けて印刷します。 



２．プログラム処理概要図 
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・ＸＭＬ定義情報の標準印刷レイアウト 

ＸＭＬファイル名，指示パラメタの指示項目名とその値，および指示パラメタに対す

る指示パラメタの指示項目名とその値を印刷します。 

  

 

図 2.2-4 ＸＭＬ定義情報の標準印刷レイアウト 



２．プログラム処理概要図 
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・インターフェース定義情報の標準印刷レイアウト 

定義されているインターフェース項目の種類により，オペレーション情報とインター

フェース情報のどちらか，または両方を印刷します。 

オペレーション情報では，インターフェース名，オペレーション名，論理設計図名，

ＩＤＬファイル名，オブジェクト名，オペレーションの日本語名，戻り値の型，コメ

ントを出力します。 

インターフェース情報では，インターフェース名，論理設計図名，ＩＤＬファイル名，

オブジェクト名，モジュール名，モジュールの日本語名，ベースインターフェース名

を出力します。 

 

 

図 2.2-5 インターフェース定義情報の標準印刷レイアウト（オペレーション情報） 

 

 

図 2.2-6 インターフェース定義情報の標準印刷レイアウト（インターフェース情報） 
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・部品定義情報の標準印刷レイアウト 

プログラム生成時に生成ソースプログラム中に展開する展開部品名，それらの部品の

格納されている部品ファイル名，展開するプロシジャ名，プロシジャに引き渡す引数

と値を印刷します。 

部品定義情報は，プログラム定義ファイルに部品定義情報が定義されている場合のみ

出力します。 

 

 

図 2.2-7 部品定義情報の標準印刷レイアウト 
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・ユーザ処理情報の標準印刷レイアウト 

ユーザ処理編成および追加コーディングは，REPORT MANAGER メイン画面で，ユーザ処

理編成チェックボックスをチェックした場合のみ印刷を行います。追加コーディング

チェックボックスを未チェックにするとユーザ処理編成のみを出力します。 

ユーザ処理は必ず２頁目以降に印刷します。 

追加コーディング記述のあるＵＯＣ定義部は■で表示し，記述の無いＵＯＣ定義部は

□で表示します。また，業務ルールを選択したルール部は●で表示し，選択していな

いルール部は○で表示します。 

編成のリフォーム前，または処理編成の記述がテンプレートにない場合，ユーザ処理

編成は出力しません。 

 

 

図 2.2-8 ユーザ処理情報の標準印刷レイアウト 
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・チェック／編集条件表の標準印刷レイアウト 

プログラム定義で選択した業務ルールを適用項目と対応付けて出力します。 

適用項目が入力トリガの場合は入力項目に，出力トリガの場合は出力項目にそれぞれ

のデータ項目をタイプ・長さと合わせて出力します。項目名称は上段に標準名称，下

段にデータ記号項目名が印刷されます。 

RULE 展開文がない，或いは業務ルールを１個も選択していない場合はチェック／編

集条件表は印刷されません。 

 

 

図 2.2-9 チェック／編集条件表の標準印刷レイアウト 
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・メモ情報の標準印刷レイアウト 

定義されたメモの内容を印刷します。メモはチェック／編集条件表の次頁に出力され

ます。 

 

 

図 2.2-10 メモ情報の標準印刷レイアウト 
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(b) プログラム処理概要図とCONSTRUCTION，REPOSITORYとの対応 

プログラム処理概要図と CONSTRUCTION，REPOSITORY との対応を表 2.2-1，表 2.2-2

に示します。 

 

  表 2.2-1 プログラム処理概要図と CONSTRUCTION との対応 

 

項番 項  目 プログラム処理概要図 

項目名 

CONSTRUCTIONにおける 

データ項目名 

備 考 

   タブ名 項目名  

1 大見出し 作成 サイン 作成者  

2  承認 － － 空白 

3  印刷日付 － － システム日付 

4  P. － － プログラム内でカウント 

5 プログラム定義 サブシステム名 － － 印刷メイン画面より入力 

6  プログラム名称 サイン 名称  

7  プログラムＩＤ パラメタ プログラムＩＤ  

8  言語 サイン 言語 テンプレートより取得 

9  テンプレートの名称 － － テンプレート名称 

10  ステップ数 － － 空白 

11 概要 概要 サイン 概要  

12 入出力定義 入出力項目 入出力 入出力項目  

13  種別 入出力 種別  

14  ＩＯ 入出力 区分  

15  ファイル名 入出力 ファイル名 (*1) 

16  コピー句 入出力 コピーメンバ名  

17  外部装置名 入出力 外部装置名  

18  アクセスモード 入出力 アクセスモード  

19  接頭語 入出力 接頭語  

20  接尾語 入出力 接尾語  

21  キー 入出力 マッチングキー (またはﾚｺｰﾄﾞｷｰ，集計ｷｰ) 

22 パラメタ 指示項目 パラメタ 指示項目  

23  値 パラメタ 値  

24  説明 パラメタ 説明  

25 ＸＭＬ定義 ＸＭＬファイル名 パラメタ 指示項目  

26  指示項目 パラメタ 指示項目 指示パラメタ 

27  値 パラメタ 値 指示パラメタ 

28  指示項目 パラメタ 指示項目 指示パラメタ 

29  値 パラメタ 値 指示パラメタ 

30 インターフェース ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ項目 ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ項目 テンプレートより取得 

31  IDLﾌｧｲﾙ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ IDLﾌｧｲﾙ名  

32  ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ名 ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ名  

33  ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ名 ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ名  

(次ページへ続く) 
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（続き） 

34 インターフェース 論理設計図 ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 論理設計図  

35  オブジェクト名 ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ － 論理設計図より取得 

36  日本語名 ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ － 論理設計図より取得 

37  モジュール ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ － 論理設計図より取得(*2) 

38  ﾍﾞｰｽｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ － 論理設計図より取得(*2) 

39  戻り値の型 ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ － 論理設計図より取得(*3) 

40  コメント ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ － 論理設計図より取得(*3) 

41  指示項目 ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 指示項目 インターフェースパラメタ 

42  値 ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 値 インターフェースパラメタ 

43  指示項目 ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 指示項目 指示パラメタ 

44  値 ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 値 指示パラメタ 

45 部品 展開部品項目 部品 展開部品項目  

46  ファイル名 部品 ファイル名  

47  プロシジャ名 部品 プロシジャ名  

48  引数 部品 引数  

49  値 部品 値  

50 ユーザ処理 ユーザ処理編成 ユーザ処理 ユーザ処理編成  

51  追加コーディング ユーザ処理 追加ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ  

52 メモ メモ メモ   

53 ヘッダ ヘッダ － － 印刷メイン画面より入力 

54 フッタ フッタ － － 印刷メイン画面より入力 

 

(*1)：標準印刷の場合，データ定義ファイルにおいて定義してあるファイル名を出力します。

非標準印刷の場合，データ定義ファイル名をそのまま出力します。 

(*2)：インターフェース項目が「インターフェース」の場合に出力します。 

(*3)：インターフェース項目が「オペレーション」の場合に出力します。 
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  表 2.2-2 チェック/編集条件表と CONSTRUCTION，REPOSITORY との対応 

 

項番 項  目 CONSTRUCTIONにおける 

データ項目名 

REPOSITORY 

項目名 

備 考 

  タブ名 項目名   

1 セクション名 ユーザ処理 ユーザ処理編成   

2 入力項目 ユーザ処理 業務ルール展開設定 

適用項目 

標準名称  

3 タイプ   言語別詳細属性タイプ  

4 長さ   基本属性－桁数  

5 業務ルール名称 ユーザ処理 業務ルール展開設定   

6 出力項目 ユーザ処理 業務ルール展開設定 

適用項目 

標準名称  

7 タイプ   言語別詳細属性タイプ  

8 長さ   基本属性－桁数  

 

 

標準印刷の入出力項目は BATCH-FRAMEWORK の標準テンプレート中の入出力項目の定義に

対応しています。このため，BATCH-FRAMEWORK 使用時には標準印刷を用いることをおす

すめします。 

表 2.2-3に入出力項目と BATCH-FRAMEWORK のテンプレート中の定義項目との対応を示し

ます。 

 

表 2.2-3 入出力項目と BATCH-FRAMEWORK との対応 

 

項番 入出力項目名 BATCH-FRAMEWORK定義項目名 

1 入出力項目 インターフェース名称 

2 種別 ＡＴＴＲ 

3 ＩＯ ＩＯ 

4 ファイル名 ファイル名 

5 コピー句 コピーメンバ名 

6 外部装置名 外部装置名 

7 アクセスモード アクセスモード 

8 接頭語 接頭語 

9 接尾語 接尾語 

10 キー マッチングキー 

またはレコードキー名 

または集計キー(*) 

 

(*)：これらのキー項目が１つの入出力項目中に複数存在する場合，以下の規則

に従います。 
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・マッチングキーとレコードキー名とが１つの入出力項目に定義してある場合 

アクセスモード＝Ｒならレコードキー名の内容を出力します。 

アクセスモード≠Ｒならマッチングキーの内容を出力します。 

・上記以外の全ての場合 

テンプレート中に最初に定義されている項目の内容を印刷します。 
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(2) 非標準印刷 

BATCH-FRAMEWORK の標準テンプレートを使用していない場合，標準印刷では入出力定義

情報の全てを印刷することはできません。この場合，非標準印刷を使用します。 

非標準印刷を用いることで，入出力定義情報の全てを印刷できます。 

 

(a) 非標準印刷レイアウト 

非標準印刷を使用した場合のプログラム処理概要図の出力結果を図 2.2-11に示しま

す。 

 

 

図 2.2-11 非標準印刷のプログラム処理概要図 

 

1) プログラム概要 

標準印刷と同様です。 

2) 処理概念図 

標準印刷と同様です。 

3) 概要 

標準印刷と同様です。 

4) 入出力定義 

プログラムで使用する入出力項目の定義内容を印刷します。定義された順番に全ての

情報を左から出力します。１行中に最大５定義情報印刷することができます。 

5) パラメタ 

標準印刷と同様です。 
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非標準印刷では，ファイル名はデータ定義に記述されたファイル名ではなく，データ定

義のファイル名称を出力します。 

入出力定義情報が無い場合，入出力項目は空欄となります。 

入出力定義の内容が１頁目に入りきらない場合，入出力定義部右下に「以降別紙参照」

と印刷し，入出力定義を別紙として続きを印刷します。パラメタについても，定義情報

が１頁目に入りきらない場合，同様にパラメタ部右下に「以降別紙参照」と印刷し，別

紙に続きを印刷します。 

 

 

図 2.2-12 非標準印刷のプログラム処理概要図(別紙) 

 

 

２頁目以降（プログラムＩＤ，ＸＭＬ定義，インターフェース定義，部品定義，ユーザ

処理，チェック／編集条件表,メモ）については，標準印刷と同様です。 
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2.2.2 Ｅｘｃｅｌによる印刷 

ＥＵＲによる印刷フォーマットとほぼ同じです。 

ただし以下のドキュメントについてはＥｘｃｅｌによる印刷はできません。 

 ・ＸＭＬ定義 

 ・インターフェース定義 

 ・部品定義 

 ・チェック／編集条件表 

 

(1) 標準印刷レイアウト 

ＥＵＲによる印刷とほぼ同様なレイアウトです。ＥＵＲで出力するヘッダ情報とフッタ

情報がありません。また，ユーザ処理の余白はメモとして出力しています。 

 

 

図 2.2-13 Excel による標準印刷(プログラム処理概要図) 
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図 2.2-14 Excel による標準印刷（ユーザ処理） 

 

 

 

図 2.2-15 Excel による標準印刷（ユーザ処理・メモ） 
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(a) 改頁規則 

標準印刷時のプログラム処理概要図改頁規則について説明します。 

 

 1) 入出力定義 

１頁目には７行，別紙には３６行出力します。 

 2) パラメタについて 

１頁目には５行，別紙では入出力定義に続いて出力します。１頁あたりの最大行数

は入出力定義とあわせて３６行です。ただし，パラメタ出力開始位置が頁の最終行

の場合，その次頁からの出力となります。 

 3) ユーザ処理の各ＵＯＣ項目について 

ユーザ処理の改頁は以下の規則に従います。 

・１つのＵＯＣ定義内容が頁内に収まる場合，そのまま続けて出力します。 

・１つのＵＯＣ定義内容が頁内に収まりきらず，かつ３６行以下の場合，次頁の先

頭から出力します。 

・１つのＵＯＣ定義内容が頁内に収まりきらず，かつ３７行以上の場合，現在の頁

に続けて出力します。 

 4) メモについて 

メモの内容が頁内に収まらない場合，次の頁に続けて出力します。 
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(2) 非標準印刷レイアウト 

ＥＵＲによる印刷とほぼ同様なレイアウトですが，入出力定義の１行目を５項目，２行

目以降を４項目として出力しています。 

 

 

図 2.2-16 Excel による非標準印刷 

 

(a) 改頁規則 

非標準印刷時のプログラム処理概要図改頁規則について説明します。 

 

 1) 入出力定義について 

入出力定義の改頁は以下の規則に従います。 

・１頁目で１番目の項目が頁内に収まらない場合，別紙として項番１から再度出力

します。 

・１頁目で，２番目の項目が頁内に収まらない場合，１頁目には項番２の内容は出

力せず，別紙として項番２を最初から出力します。 

・別紙で，１つの項番の内容が頁内に収まらず，かつ３６行以内の場合，改頁して

次の頁の先頭から出力します。 

・別紙で，１つの項番の内容が頁内に収まらず，かつ３７行以上の場合，現在の頁

にそのまま続けて出力します。 

 2) パラメタ，ユーザ処理，メモについて 

標準印刷と同様です。 
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2.3 印刷例 
 

この節では，REPORT MANAGER によるプログラム処理概要図の印刷例を示します。ここで

示す印刷例はすべてＥＵＲによる印刷結果です。 

 

2.3.1 サンプルデータによる標準印刷例 

BATCH-FRAMEWORK の標準テンプレートを使用した標準印刷の出力例を示します。 

 

(1) 標準印刷例１ 

以下のサンプルによる印刷結果について例をあげて説明します。 

・標準印刷 

・ＸＭＬ定義情報あり 

・ユーザ処理・メモ印刷を行う。 

・ユーザ処理あり（集計処理_UOC に３５行の追加コーディング） 

・メモ記述あり 

・入出力項目数２ 

・サブシステム名指定「出金管理」 

・ヘッダ指定「出金管理」 

・フッタ指定「TRAVEL01」 

 

(a) CONSTRUCTION定義 

BATCH-FRAMEWORKの標準テンプレートを使用したCONSTRUCTIONによる定義例を示しま

す。 

 

 

図 2.3-1 CONSTRUCTION 定義例１（サインタブ） 
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図 2.3-2 CONSTRUCTION 定義例１(入出力タブ) 

 

 

 

図 2.3-3 CONSTRUCTION 定義例１(入力ファイル詳細) 
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図 2.3-4 CONSTRUCTION 定義例１(出力ファイル詳細) 

 

 

 

図 2.3-5 CONSTRUCTION 定義例１(パラメタタブ) 
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図 2.3-6 CONSTRUCTION 定義例１(ＸＭＬ定義詳細) 

 

 

 

図 2.3-7 CONSTRUCTION 定義例１(インターフェースタブ) 
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図 2.3-8 CONSTRUCTION 定義例１(インターフェース定義詳細) 

 

 

 

図 2.3-9 CONSTRUCTION 定義例１(部品タブ) 
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図 2.3-10 CONSTRUCTION 定義例１(部品定義詳細) 

 

 

 

図 2.3-11 CONSTRUCTION 定義例１(ユーザ処理タブ) 
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図 2.3-12 CONSTRUCTION 定義例１(メモタブ) 
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(b) REPORT MANAGER設定画面 

 

 

図 2.3-13 REPORT MANAGER メイン画面 
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 (c) 印刷結果 

 

 

図 2.3-14 プログラム処理概要図印刷結果１ 

 

 

 

図 2.3-15 ＸＭＬ定義情報印刷結果１ 
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図 2.3-16 インターフェース定義情報（インターフェース情報）印刷結果１ 

 

 

 

図 2.3-17 インターフェース定義情報（オペレーション情報）印刷結果１ 
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図 2.3-18 部品定義情報印刷結果１ 

 

 

 

図 2.3-19 追加コーディング情報印刷結果１ 
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図 2.3-20 追加コーディング情報印刷結果１(続き) 

 

 

 

図 2.3-21 メモ情報印刷結果１ 
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(2) 標準印刷例２ 

以下のサンプルによる印刷結果について例をあげて説明します。 

・標準印刷 

・ＸＭＬ定義なし 

・インターフェース定義なし 

・部品定義なし 

・ユーザ処理・メモ・チェック／編集条件表印刷を行わない。 

・入出力項目数９（別紙有り） 

・サブシステム名指定「出金管理」 

 

(a) CONSTRUCTION定義 

 

 

図 2.3-22 CONSTRUCTION 定義例２（サインタブ） 
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図 2.3-23 CONSTRUCTION 定義例２(入出力タブ) 

 

 

 

図 2.3-24 CONSTRUCTION 定義例２（交通費ファイル詳細） 
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図 2.3-25 CONSTRUCTION 定義例２（人事情報マスタファイル指定） 

 

 

 

図 2.3-26 CONSTRUCTION 定義例２（人事情報マスタファイル詳細） 
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図 2.3-27 CONSTRUCTION 定義例２（交通費補助ファイル詳細） 

 

 

 

図 2.3-28 CONSTRUCTION 定義例２（パラメタタブ） 
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図 2.3-29 CONSTRUCTION 定義例２（インターフェースタブ） 

 

 

 

図 2.3-30 CONSTRUCTION 定義例２（部品タブ） 
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(b) REPORT MANAGER設定画面 

 

 

図 2.3-31 REPORT MANAGER メイン画面 
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(c) 印刷結果 

 

 

図 2.3-32 プログラム処理概要図印刷結果２ 

 

 

 

図 2.3-33 プログラム処理概要図印刷結果２(次頁) 
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2.3.2 サンプルデータによる非標準印刷例 

  

非標準印刷の印刷例を示します。 

 

(1) 非標準印刷例 

以下のサンプルによる印刷結果について例をあげて説明します。 

・非標準印刷 

・ユーザ処理・メモ印刷を行う。 

・ユーザ処理有り（集計処理_UOC に３５行の追加コーディング） 

・メモ記述無し 

・入出力項目数２ 

・サブシステム名指定「出金管理」 

(a) CONSTRUCTION定義 

CONSTRUCTION 定義例は図 2.3-1～図 2.3-11（メモを除く）と同様です。 

(b) REPORT MANAGER実行 

 

 

図 2.3-34 REPORT MANAGER メイン画面 
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(c) 印刷結果 

 

 

図 2.3-35 プログラム処理概要図印刷結果３ 

 

 

 

図 2.3-36 追加コーディング情報印刷結果３ 
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図 2.3-37 追加コーディング情報印刷結果３(続き) 
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3 データ定義仕様書 
 

 

 

REPORT MANAGER は，CONSTRUCTION が作成したデータ定義ファイルを基に，デー

タ定義の印刷を行います。 

この章では，REPORT MANAGER を用いてデータ定義仕様書の印刷を行う際の操作

手順及び印刷方式について説明します。 

  

3.1 操作手順 

 

3.2 印刷方式 

 

3.3 印刷例 
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3.1 操作手順 
 

この節では，REPORT MANAGER を用いてデータ定義仕様書の印刷を行う操作の手順を説

明します。 

 

3.1.1 操作の流れ 

データ定義仕様書の印刷を行う操作の流れを図 3.1-1に示します。 

REPORT MANAGER の印刷設定画面で設定したデータ定義ファイルの情報を印刷します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 3.1-1 データ定義仕様書印刷の操作の流れ  

 

●サブシステム名入力 

●印刷フォーマット選択 

●データ定義仕様書の印刷実行 

●印刷ファイル選択 

印刷設定 

印刷ファイルの

選択 

印刷実行 

終了 
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3.1.2 操作方法 

 

(1) REPORT MANAGER の起動 

REPORT MANAGER はスタートメニューもしくはフォルダのアイコンから起動します。 

スタートメニューもしくはフォルダ中のアイコンをダブルクリックして起動すると， 

REPORT MANAGER メイン画面が表示されます。 

 

(2) 印刷設定 

設定画面はプログラム処理概要図の印刷設定画面と同じです。 

ここでサブシステム名の設定や印刷フォーマットの設定を行います。  

 

 

図 3.1-2 REPORT MANAGER メイン画面 
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・サブシステム名，ヘッダ・フッタ  

サブシステム名，ヘッダ・フッタを入力して下さい。本入力欄に入力した名称がその

ままデータ定義仕様書に出力されます。ヘッダ・フッタはデータ定義仕様書の左上・

右下にそれぞれ印刷されます。 

・用紙サイズ，部数 

用紙サイズ，印刷部数を設定して下さい。 

・印刷区分 

データ定義は EUR の印刷となります。選択することはできません。 

・国語別，言語区分 

設定した国語別，言語区分に基づいたデータ項目の情報を印刷します。 

 

(3) 印刷ファイルの選択 

印刷対象のデータ定義ファイルを選択します。印刷対象は複数選択することができます。

その際，プログラム定義ファイルとデータ定義ファイルなどを混合して選択，印刷する

ことができます。ただし，プログラム処理概要図のチェックボックスはデータ定義仕様

書には反映されませんので御注意下さい。 
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3.2 印刷方式 

 

CONSTRUCTION のデータ定義で定義した情報を印刷します。 

入出力情報の名称やキー項目等の定義情報とレコード構造を合わせて印刷しているので

データ定義で定義した情報を一目で把握することができます。 

 

(1) 出力内容 

図 3.2-1にデータ定義仕様書の印刷結果を示します。 

 

 

図 3.2-1 データ定義仕様書印刷結果 

 

・概要 

作成者，承認者，印刷日付，頁数，ヘッダ・フッタを印刷します。承認者は常に空白

となります。 

・データ定義情報 

  (a) サブシステム名，国語種別，言語種別 

印刷設定画面で設定したサブシステム名，国語別，言語区分をそれぞれサブシステ

ム名，国語種別，言語種別として印刷します。 

  (b) 各種定義情報 

データ定義の種類により定義内容は変わります。各種定義情報の定義内容を 表 

3.2-1に示します。 
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             表 3.2-1 各種定義情報 

データ定義 定義種別 定義内容 レコード構造 

ファイル情報 File ファイル名，ファイル編成 

RDB情報 RDB 表名称 

DAM情報 DAM DAM名称，入出力ブロックサイズ 

TAM情報 TAM テーブル名称，キー定義 

RPC入力パラメタ情報 RPC入力ﾊﾟﾗﾒﾀ  

RPC応答領域情報 RPC応答領域  

メッセージ情報 メッセージ  

ユーザジャーナル情報 ﾕｰｻﾞｼﾞｬｰﾅﾙ コード 

メッセージログ情報 ﾒﾂｾｰｼﾞﾛｸﾞ  

共通作業領域情報 共通作業領域  

最上位結合項目 

または 

レコード定義 

 

   (c) レコード構造 

指定した最上位結合項目またはレコード定義の構成を一覧として印刷します。 

印刷設定画面にて設定した言語区分に基づき REPOSITORY の言語別詳細属性の標準

名称，データ項目名，タイプ，桁数，小数，反復，サブ属性を構成図として印刷し

ます。 

標準名称は，最上位結合項目またはレコード定義でデータ項目辞書を参照している

データ項目は REPOSITORY より取得し，それ以外のデータ項目はデータ定義ファイ

ルより取得します。データ定義ファイルより取得する場合，印刷設定画面で設定し

た国語種別は反映されず，「日本語」の標準名称を取得します。 

レベルは最上位結合項目の場合はデータ定義の生成時のレベル番号で定義した通り

にレベルを付加し，レコード定義の場合はレコード定義で設定したレベルをそのま

ま出力します。 

位置はタイプ，桁数により算出します。再定義した項目が存在しない場合は位置に

は「＊」を表示します。 

辞書，サブ属性で表示される内容を表 3.2-2，表 3.2-3に示します。 

 

表 3.2-2 辞書の表示内容 

定義内容 最上位結合項目 レコード定義 

リポジトリを参照しているデータ項目 参照項目 参照項目 

上記データ項目の構成項目 参照項目 構成項目 

レコード定義で追加したデータ項目  空白 
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表 3.2-3 サブ属性の表示内容 

サブ属性 項 

番 
サブ属性項目 

区分 詳細 

1 編集文字列 Z 

2 初期値 V 

3 指標名*1 I 

4 可変反復回数項目名*1 D 

5 可変反復回数最小値*1 O 

6 アドレス名*1 A 

7 再定義名*1 R 

指定値 

8 EXTERNAL 句*1 EXT 

9 SYNC 句*1 SYNC 

10 JUST 句*1 JUST 

11 BLANK WHEN ZERO 句*1 

E 

BLANK 

 

(*1)：レコード構造にレコード定義ファイルを指定している

場合に出力します。 

 



３．データ定義仕様書 

84 

3.3 印刷例 

 

この節では，REPORT MANAGER によるデータ定義仕様書の印刷例を示します。 

 

(1) REPORT MANAGER メイン画面 

 

 

図 3.3-1 REPORT MANAGER メイン画面 
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(2) 印刷対象データ定義ファイル 

 

 

図 3.3-2 データ定義ファイル 

 

(3) 印刷結果 

 

 

図 3.3-3 データ定義仕様書印刷結果 
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4 レコード定義仕様書 
 

 

 

REPORT MANAGER は，RECORD DEFINER が作成したレコード定義ファイルを基に，

レコード定義の印刷を行います。 

この章では，REPORT MANAGER を用いてレコード定義仕様書の印刷を行う際の操

作手順及び印刷方式について説明します。 

  

4.1 操作手順 

 

4.2 印刷方式 

 

4.3 印刷例 
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4.1 操作手順 
 

この節では，REPORT MANAGER を用いてレコード定義仕様書の印刷を行う操作の手順を

説明します。 

 

4.1.1 操作の流れ 

レコード定義仕様書の印刷を行う操作の流れを図 4.1-1に示します。 

REPORT MANAGER の印刷設定画面で設定したレコード定義ファイルの情報を印刷します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 4.1-1 レコード定義仕様書印刷の操作の流れ  

 

●サブシステム名入力 

●印刷フォーマット選択 

●レコード定義仕様書の印刷実行

●印刷ファイル選択 

印刷設定 

印刷ファイルの

選択 

印刷実行 

終了 
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4.1.2 操作方法 

 

(1) REPORT MANAGER の起動 

REPORT MANAGER はスタートメニューもしくはフォルダのアイコンから起動します。 

スタートメニューもしくはフォルダ中のアイコンをダブルクリックして起動すると， 

REPORT MANAGER メイン画面が表示されます。 

 

(2) 印刷設定 

設定画面はプログラム処理概要図の印刷設定画面と同じです。 

ここでサブシステム名の設定や印刷フォーマットの設定を行います。  

 

 

図 4.1-2 REPORT MANAGER メイン画面 
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・サブシステム名，ヘッダ・フッタ  

サブシステム名，ヘッダ・フッタを入力して下さい。本入力欄に入力した名称がその

ままレコード定義仕様書に出力されます。ヘッダ・フッタはレコード定義仕様書の左

上・右下にそれぞれ印刷されます。 

・用紙サイズ，部数 

用紙サイズ，印刷部数を設定して下さい。 

・印刷区分 

レコード定義は EUR の印刷となります。選択することはできません。 

・国語別，言語区分 

設定した国語別，言語区分に基づいたデータ項目の情報を印刷します。 

 

(3) 印刷ファイルの選択 

印刷対象のレコード定義ファイルを選択します。印刷対象は複数選択することができま

す。その際，プログラム定義ファイルとレコード定義ファイルなどを混合して選択，印

刷することができます。ただし，プログラム処理概要図のチェックボックスはレコード

定義仕様書には反映されませんので御注意下さい。 
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4.2 印刷方式 

 

RECORD DEFINER で定義した情報を印刷します。 

レコード構造の構成情報を一覧として印刷しているので，定義した情報を一目で把握す

ることができます。 

 

(1) 出力内容 

図 4.2-1にレコード定義仕様書の印刷結果を示します。 

 

 

図 4.2-1 レコード定義仕様書印刷結果 

 

・概要 

作成者，承認者，印刷日付，頁数，ヘッダ・フッタを印刷します。承認者は常に空白

となります。 

・レコード定義情報 

  (a) サブシステム名，国語種別，言語種別 

印刷設定画面で設定したサブシステム名，国語別，言語区分をそれぞれサブシステ

ム名，国語種別，言語種別として印刷します。 
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  (b) レコード構造 

RECORD DEFINER で定義したレコード構造の構成を一覧として印刷します。 

印刷設定画面にて設定した言語区分に基づき REPOSITORY の言語別詳細属性の標準

名称，レベル，データ項目名，タイプ，桁数，小数，反復，サブ属性が構成図とし

て印刷されます。 

標準名称は，データ項目辞書を参照しているデータ項目は REPOSITORY より取得し，

それ以外のデータ項目はレコード定義ファイルより取得します。レコード定義ファ

イルより取得する場合，印刷設定画面で設定した国語種別は反映されず，「日本語

」の標準名称を取得します。 

位置はタイプ，桁数により算出します。再定義した項目が存在しない場合は位置に

は「＊」を表示します。 

辞書，サブ属性に表示される内容はレコード構造にレコード定義を指定した場合の

データ定義仕様書と同様です。 
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4.3 印刷例 

 

この節では，REPORT MANAGER によるレコード定義仕様書の印刷例を示します。 

 

(1) REPORT MANAGER メイン画面 

 

 

図 4.3-1 REPORT MANAGER メイン画面 
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(2) 印刷対象レコード定義ファイル 

 

図 4.3-2 レコード定義ファイル 

 

(3) 印刷結果 

 

 

図 4.3-3 レコード定義仕様書印刷結果 
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5 コード表 
 

 

 

REPORT MANAGER は，CODE-DESIGN が作成したコード定義ファイルを基に，コー

ド表の印刷を行います。 

この章では，REPORT MANAGER を用いてコード表の印刷を行う際の操作手順及び

印刷方式について説明します。 

  

5.1 操作手順 

 

5.2 印刷方式 

 

5.3 印刷例 
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5.1 操作手順 

 

この節では，REPORT MANAGER を用いてコード表の印刷を行う操作の手順を説明します。 

 

5.1.1 操作の流れ 

コード表の印刷を行う操作の流れを図 5.1-1に示します。 

REPORT MANAGER の印刷設定画面で設定したコード定義ファイルの情報を印刷します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 5.1-1 コード表印刷の操作の流れ 

 

●サブシステム名入力 

●印刷フォーマット選択 

●コード表の印刷実行 

●印刷ファイル選択 

印刷設定 

印刷ファイルの

選択 

印刷実行 

終了 
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5.1.2 操作方法 

 

(1) REPORT MANAGER の起動 

 REPORT MANAGER はスタートメニューもしくはフォルダのアイコンから起動します。 

スタートメニューもしくはフォルダ中のアイコンをダブルクリックして起動すると， 

REPORT MANAGER メイン画面が表示されます。 

 

(2) 印刷設定 

設定画面はプログラム処理概要図やデータ定義仕様書の印刷設定画面と同じです。 

ここで対象コード表ファイルや印刷フォーマットの設定を行います。  

 

 

図 5.1-2 REPORT MANAGER メイン画面 
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・ヘッダ・フッタ 

ヘッダ・フッタを入力して下さい。本入力欄に入力した名称がそのままコード表の左

上・右下にそれぞれ印刷されます。サブシステム名は入力しても反映されませんので

ご注意ください。 

・用紙サイズ，部数 

用紙サイズ，印刷部数を設定して下さい。画面上では用紙サイズが横となっています

が，印刷は縦になります。 

・印刷区分 

コード表は EUR による印刷かＣＳＶファイルの出力となります。EXCEL での印刷は対

応していません。 

・国語別，言語区分 

設定に関わらず，国語別を「日本語」，言語区分を「ＣＯＢＯＬ」で印刷します。 

 

(3) 印刷ファイルの選択 

印刷対象のコード表ファイルを選択します。印刷対象は複数選択することができます。

その際，プログラム定義ファイルとデータ定義ファイル，コード表ファイルを混合して

選択，印刷することができます。ただし，プログラム処理概要図のチェックボックスは

コード表には反映されませんので御注意下さい。 
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5.2 印刷方式 

 

CODE-DESIGN で定義した情報を印刷します。 

コードテーブル名称や，生成するサブルーチン名称をコード表の定義情報とあわせて印

刷しているので，定義した情報を一目で把握することができます。 

 

(1) 印刷条件の設定を行う 

 

 

図 5.2-1 印刷条件設定画面 

 

・用紙サイズ・印刷部数 

用紙サイズ・印刷部数を設定します。用紙サイズはＡ４縦・Ｂ４縦・Ａ３縦から選択

できます。画面上ではＡ４横・Ｂ４横・Ａ３横の中から選択します。 

・出力方法 

コード表を印刷するか，ＣＳＶファイルに出力するかを選択します。ＣＳＶファイル

に出力する場合，格納先も設定する必要があります。 
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(2) 印刷 

印刷条件設定画面で「印刷」を選択して実行すると，定義したコード表が印刷されます。

印刷フォーマットは固定キー形式で定義したコード表に対応するものと，可変キー形式

で定義したコード表に対応するものの２種類を提供しています。 

 CODE-DESIGN で定義する時に生成条件として設定したキー項目の形式に従い，印刷し

ます。 

 

(a) 固定キー形式 

１番最初に定義した項目をキーとするコード表を印刷する場合に使用します。 

 

図 5.2-2 固定キー形式 

 

 1) 見出し 

名称指定画面で定義した生成ソースの名称及びコメントが出力されます。コード変

換サブルーチン・インタフェーステーブル・コードテーブルのそれぞれ記号名称と

日本語名称が出力されます。 

 2) 定義情報 

コード表編集画面で定義した形で出力されます。２項目／頁単位に表示され，１番

目の項目には必ずキー項目の情報が表示されます。また１頁目には３０行のデータ

が出力され，それ以降は２頁目以降に出力されます。２頁目以降はコードテーブル

の名称のみが見出しとして出力されます。 
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(b) 可変キー形式 

コード変換サブルーチン実行時にインタフェースに設定された値の項目をキーとする

コード表を印刷する場合に使用します。 

 

図 5.2-3 可変キー形式 

 

 1) 見出し 

固定キー形式と同様に，名称指定画面で定義した生成ソースの名称及びコメントが

出力されます。コード変換サブルーチン・インタフェーステーブル・コードテーブ

ルのそれぞれ記号名称と日本語名称が出力されます。 

 2) 定義情報 

コード表編集画面で定義した形で出力されます。３項目／頁単位に表示されます。

また 1 頁目には３０行のデータが出力され，それ以降は２頁目以降に出力されます。

２頁目以降はコードテーブルの名称のみが見出しとして出力されます。 
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5.3 印刷例 

 

CODE-DESIGN で定義したコード表と，そのコード表を固定キー形式，可変キー形式で印

刷した例を示します。 

 

(1) CODE-DESIGN で定義したコード表 

 

 

図 5.3-1 CODE-DESIGN で定義したコード表 
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(2) 固定キー形式印刷例 

 

     Ｐ.１                                       Ｐ.３ 

  

 

     Ｐ．２           Ｐ．４ 

  

図 5.3-2 コード表（固定キー形式）印刷例 
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(3) 可変キー形式印刷例 

 

     Ｐ.１                                       Ｐ.３ 

  

 

     Ｐ．２           Ｐ．４ 

  

図 5.3-3 コード表（可変キー形式）印刷例 
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6 論理設計図 
 

 

 

REPORT MANAGER は，CS-DESIGN が作成した論理設計図ファイルを基に，論理設

計図情報の印刷を行います。 

この章では，REPORT MANAGER を用いて論理設計図情報の印刷を行う際の操作手

順及び印刷方式について説明します。 

  

6.1 操作手順 

 

6.2 印刷方式 

 

6.3 印刷例 
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6.1 操作手順 

 

この節では，REPORT MANAGER を用いて論理設計図情報の印刷を行う操作の手順を説明

します。 

 

6.1.1 操作の流れ 

論理設計図情報の印刷を行う操作の流れを図 6.1-1に示します。 

REPORT MANAGER の印刷設定画面で設定した論理設計図ファイルの情報を印刷します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 6.1-1 論理設計図情報印刷の操作の流れ 

 

●サブシステム名入力 

●印刷フォーマット選択 

●論理設計図情報の印刷実行 

●印刷ファイル選択 

印刷設定 

印刷ファイルの

選択 

印刷実行 

終了 
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6.1.2 操作方法 

 

(1) REPORT MANAGER の起動 

REPORT MANAGER はスタートメニューもしくはフォルダのアイコンから起動します。 

スタートメニューもしくはフォルダ中のアイコンをダブルクリックして起動すると，

REPORT MANAGER メイン画面が表示されます。 

 

(2) 印刷設定 

設定画面は，プログラム処理概要図やデータ定義仕様書の印刷設定画面と同じです。 

ここで印刷フォーマットの設定を行います。  

 

 

図 6.1-2 REPORT MANAGER メイン画面 
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・ヘッダ・フッタ  

ヘッダ・フッタを入力して下さい。本入力欄に入力した名称がそのまま論理設計図情

報の左上・右下にそれぞれ印刷されます。サブシステム名は入力しても反映されませ

んのでご注意ください。 

・用紙サイズ，部数 

用紙サイズ，印刷部数を設定して下さい。 

・印刷区分 

論理設計図情報は EUR による印刷かＣＳＶファイルの出力となります。EXCEL での印

刷は対応していません。 

・国語別，言語区分 

設定に関わらず，国語別を「日本語」，言語区分を「ＣＯＢＯＬ」で印刷します。 

 

(3) 印刷ファイルの選択 

印刷対象の論理設計図ファイルを選択します。印刷対象は複数選択することができます。

その際，プログラム定義ファイルとデータ定義ファイル，論理設計図ファイルを混合し

て選択，印刷することができます。ただし，プログラム処理概要図のチェックボックス

は論理設計図の印刷には反映されませんので御注意下さい。 

 

(4) 論理設計図情報の印刷設定 

印刷条件設定画面で「印刷」を選択して実行すると，論理設計図情報の印刷設定画面が

表示されます。印刷設定画面では，論理設計図から印刷するドキュメントの種類と，印

刷フォーマットの種類を選択します。 

 

 

図 6.1-3 論理設計図情報 印刷設定画面 
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・出力範囲 

印刷するドキュメントの種類を選択します。 

・標準フォーマットで出力 

CS-DESIGN で用意している標準フォーマットを使用して印刷を行います。 

・ユーザフォーマットで出力 

ユーザが作成したフォーマットで印刷を行う場合には，「参照」を選択して，EUR で

作成したレポートファイルを選択します。 
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6.2 印刷方式 

 

CS-DESIGN で定義した論理設計図情報を印刷します。 

論理設計図内のオブジェクト定義情報とオペレーション詳細情報について詳細な情報を

印刷しているので，定義した情報を一目で把握することができます。 

 

(1)出力内容 

(a)オブジェクト定義情報 

オブジェクト定義の情報の印刷結果を図 6.2-1に示します。REPORT MANAGER では，

論理設計図に作成された全てのオブジェクトに対する定義情報を，オブジェクト毎に

印刷します。オブジェクト定義情報の詳細については，「SEWB+/ CS-DESIGN ユーザ

ーズガイド」を参照してください。 

 

 

図 6.2-1 オブジェクト定義情報 

 

 1) 概要 

オブジェクトのオブジェクト番号，オブジェクト名，オブジェクト日本語名を印刷

します。 

 2) インターフェース情報 

オブジェクトのインターフェース名，インターフェース日本語名，ベースインター

フェース名，ＩＤＬファイル名を印刷します。 
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 3) 属性 

オブジェクトに定義されしている属性名，属性の日本語名，型，モードを印刷しま

す。 

 4) オペレーション 

オブジェクトに定義されているオペレーション，オペレーションの日本語名を印刷

します。 

 5)オブジェクト関連 

印刷対象オブジェクトの呼び出し元オブジェクトの番号とオブジェクト名，呼び出

し先オブジェクトの番号とオブジェクト名を印刷します。 

 6) コメント 

オブジェクトのコメントを印刷します。 
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(b)オペレーション詳細情報 

オペレーション詳細情報の印刷結果を図 6.2-2に示します。REPORT MANAGER では，論

理設計図に作成されたオブジェクトにオペレーション情報が定義されていた場合，全

てのオペレーションについてオペレーション毎に詳細情報を印刷します。オペレーシ

ョン詳細情報の詳細については，「SEWB+/CS-DESIGN ユーザーズガイド」を参照して

ください。 

 

 

図 6.2-2 オペレーション詳細情報 

 

 1) 概要 

オペレーション，定義オブジェクト番号，定義オブジェクト名，オペレーション名，

日本語名，戻り値の型を印刷します。 

 2) 引数 

オペレーションに定義されている引数の名称，日本語名，型，入出力を印刷します。 

 3) コメント 

オペレーションのコメントを印刷します。 

 4) ユーザ例外 

オペレーションに定義されているユーザ例外を印刷します。 

 5) リクエストコンテキスト 

プロパティ名，コメントを印刷します。 
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6.3 印刷例 

 

CS-DESIGN で定義した論理設計図情報と，その論理設計図情報から印刷したオブジェク

ト定義情報と，オペレーション詳細情報を印刷した例を示します。 

 

(1)CS-DESIGN で定義した論理設計図情報 

 

 

図 6.3-1 CS-DESIGN で定義した論理設計図 
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(2)オブジェクト定義情報 

 

 

図 6.3-2 オブジェクト定義情報 印刷例 

 

(3)オペレーション詳細情報 

 

 

図 6.3-3 オペレーション詳細情報 印刷例１ 
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図 6.3-4 オペレーション詳細情報 印刷例２ 
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7 インパクトレポート 
 

 

 

REPORT MANAGER は，REPOSITORY-BROWSER が提供する関連ブラウザで表示するオ

ブジェクト間の関連情報を，インパクトレポートとして印刷します。 

この章では，REPORT MANAGER を用いてインパクトレポートの印刷を行う操作手

順および印刷方式について説明します。 

 

 

 

7.1 操作手順 

 

7.2 印刷方式 

 

7.3 印刷例 
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7.1 操作手順 

 

この節では，REPORT MANAGER を用いてインパクトレポートの印刷を行う操作の手順を

説明します。 

 

7.1.1 操作の流れ 

インパクトレポートの印刷を行う操作の流れを図 7.1-1に示します。 

REPOSITORY-BROWSER の関連ブラウザにて表示したオブジェクトの関連情報を印刷しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 7.1-1 インパクトレポート印刷の操作の流れ 

 

●起点オブジェクト設定

●関連情報絞り込み設定 

●印刷情報設定 

●インパクトレポートの印刷実行 

関連ブラウザを実行 

印刷 

印刷設定 

印刷実行 

終了

●REPORT MANAGER 起動 
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7.1.2 操作方法 

 

(1) REPOSITORY-BROWSER の関連ブラウザ実行 

(a) 起点オブジェクトの選択 

REPOSITORY-BROWSER 上から起点オブジェクトを選択し，関連ブラウザを起動します。 

(b) 関連の絞り込み 

関連ブラウザウインドウが表示されます。絞り込み条件の設定を行なうことができま

すが，インパクトレポートの出力結果には反映されません。 

(c) 表示 

表示ボタンを実行することにより，画面上に関連図が表示されます。 

 

 

図 7.1-2 関連ブラウザ画面 

 

(2) 印刷 

関連ブラウザ画面上の「インパクトレポート」を実行します。REPORT MANAGER が起動

され，印刷設定画面が表示されます。 

 

(3) 印刷設定 

ヘッダ・フッタや印刷フォーマットの設定を行います。起点オブジェクト名称とオブジ

ェクト種別は関連ブラウザ画面で設定した情報が表示されます。 
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(a) ヘッダ・フッタ 

ヘッダ・フッタ情報を入力して下さい。インパクトレポートの左上と右下にそれぞれ

ヘッダ・フッタとして印刷されます。 

(b) 用紙サイズ，印刷部数，出力方法 

用紙サイズ・印刷部数，出力方法を設定して下さい。 

 

 

図 7.1-3 インパクトレポート印刷設定画面 
 

(4) 印刷実行 

印刷設定画面にて「印刷」実行をします。 

 

 

図 7.1-4 インパクトレポート印刷例 
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7.2 印刷方式 

 

REPOSITORY-BROWSER の関連ブラウザで表示された画面イメージで印刷します。 

リポジトリ内の関連情報をツリー形式で２０階層まで出力しており，階層表示も図式化

しているため，関連が分かりやすいインパクトレポートを見ることができます。 

 

(1) 出力内容 

図 7.2-1にインパクトレポートの出力結果を示します。 

 

 

図 7.2-1 インパクトレポート出力結果 
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(a) 概要 

作成者，承認者，印刷日付，頁数，ヘッダ，フッタを印刷します。作成者，承認者は

空白となります。 

 

(b) 関連絞り込み情報 

出力した関連情報の絞り込み条件を出力します。 

 1) 起点オブジェクト情報 

・インパクト起点オブジェクト …  起点となるオブジェクト名称 

・インパクト起点詳細情報     …  リポジトリへの格納先 

・インパクト起点種別         …  起点オブジェクトの種別 

・更新日時                   …  起点オブジェクトの更新日時 

 2) 表示方向 

常にすべて（関連先・関連元）の方向について出力します。 

 3) 表示関連種別 

常にすべての種別の関連について出力します。 

 4) オブジェクト種別 

常にすべての種別の関連するオブジェクトクトについて出力します。 

 

(c) 関連情報 

 1) 方向 

→：関連先 

←：関連元 

 2) 階層表示 

数字が階層を示します。起点オブジェクトに対する関連情報を２０階層まで印刷し

ます。階層は９階層までをツリーイメージで表示し，１０階層以降は親となるオブ

ジェクトの項番をオブジェクトの左側に表示します。２０階層より深い関連があっ

た場合，「＊」を出力します。 

 3) 影響対象名称 

関連オブジェクト名称 

 4) 種別 

関連オブジェクトの種別 

 5) 影響対象詳細情報 

・関連オブジェクトがデータ項目の場合   … 関連オブジェクトの属するフォルダ

名称 

・関連オブジェクトがドキュメントの場合 … 格納先フォルダ名称 

 6) 関連種別 

上位階層オブジェクトとの関連種別 
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(2) インパクトレポートと REPOSITORY-BROWSER「関連ブラウザ」との対応 

インパクトレポートと REPOSITORY-BROWSER との対応を表 7.2-1に示します。 

 

表 7.2-1 インパクトレポートと REPOSITORY-BROWSER「関連ブラウザ」との対応 

 

項  

項  目 
   インパクトレポート  

項目名 

REPOSITORY-BROWSER 

「関連ブラウザ」項目名 

 

備  考 

番   画面構成 項目名  

 1 大見出し 作成 － － 空白 

 2  承認 － － 空白 

 3  印刷日付 － － システム日付 

 4  P. － － １からの昇順 

 5 起点オブジェクト インパクト 

起点オブジェクト 

絞り込み条件 起点オブジェクト  

 6  インパクト起点詳細情報 － － リポジトリにおける格納先 

 7  インパクト起点種別 － － リポジトリより取得 

 8  更新日時 － － リポジトリより取得 

 9 絞り込み条件 表示方向 絞り込み条件 表示方向 常に「すべて」 

10  表示関連種別 絞り込み条件 表示関連種別 常に「すべて」 

11  オブジェクト種別 絞り込み条件 オブジェクト種別 常に「すべて」 

12 関連情報 方向 関連図 －  

13  階層表示 関連図 －  

14  影響対象名称 関連図 －  

15  種別 － － リポジトリより取得 

16  影響対象詳細情報 － － リポジトリにおける格納先 

17  関連種別 関連の属性 種別  
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7.3 印刷例 

 

この節では，REPORT MANAGER によるインパクトレポートの印刷例を示します。 

 

(1) REPOSITORY-BROWSER「関連ブラウザ」表示 

以下のサンプルによる印刷結果について例をあげて説明します。 

・起点オブジェクト ：職員データ 

・表示方向     ：すべて 

・表示関連種別   ：すべて 

・オブジェクト種別 ：すべて 

 

 

図 7.3-1 関連ブラウザ表示例 
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(2) REPORT MANAGER 実行 

 

 

図 7.3-2 インパクトレポート印刷設定画面 

 

 

(3) 印刷結果 

 

 

図 7.3-3 インパクトレポート印刷例 
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8 リポジトリ登録情報 
  

REPORT MANAGER は，リポジトリに登録されているデータ項目辞書・業務ルー

ル・ドキュメントの情報を印刷します。 

この章では，REPORT MANAGER を用いて，リポジトリに登録された各種情報の印

刷を行う操作の手順および印刷方式について説明します。 

 

 

 

8.1 操作手順 

 

8.2 印刷方式 

 

8.3 印刷例 
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8.1 操作手順 

 

この節では，REPORT MANAGER を用いてリポジトリに登録された各種情報の印刷を行う

操作の手順を説明します。 

 

8.1.1 操作の流れ 

操作の流れを図 8.1-1に示します。 

REPOSITORY-BROWSER で対象となるオブジェクトを指定して，REPORT MANAGER を起動し

ます。データ項目辞書・業務ルール・ドキュメント情報を印刷します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 8.1-1 リポジトリ登録情報印刷の操作の流れ 

 

●印刷対象オブジェクト指定 

●印刷情報設定 

●リポジトリに登録された各種情報 

  の印刷実行 

●REPORT MANAGER 起動 

REPOSITORY-BROWSER 

印刷対象設定 

印刷 

印刷設定 

印刷実行 

終了
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8.1.2 操作方法 

 

(1) 印刷対象指定 

REPOSITORY-BROWSER の画面より印刷対象とするオブジェクトを指定します。フォルダ

や管理アイコンを選択すると，そこに属するすべてのオブジェクトが印刷対象となりま

す。 

また，複数のオブジェクトを指定することもできます。指定できるオブジェクトとオブ

ジェクトに対して印刷可能な帳票を表 8.1-1に示します。 

 

表 8.1-1  印刷対象となるオブジェクト一覧 

 

項 ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ｱｲｺﾝ 印刷対象 印刷帳票 

番 
   データ項目

一覧表

データ項目

仕様書

結合項目

構成一覧表

レコード 

レイアウト 

業務ﾙｰﾙ 

一覧表 

業務ﾙｰﾙ 

仕様書 

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ 

一覧表 

1 ﾃﾞｰﾀ項目 

 

 指定したﾃﾞｰﾀ項目，もしく

は継承している下位のﾃﾞｰﾀ

項目全て 

○ ○ ○ ○    

2 ﾃﾞｰﾀ項目 

  管理ｱｲｺﾝ 

 ﾃﾞｰﾀ項目管理ｱｲｺﾝの下に属

するﾃﾞｰﾀ項目全て 
○ ○ ○ ○    

3 業務ﾙｰﾙ 

 

 指定した業務ルール 
    ○ ○  

4 業務ﾙｰﾙ 

  管理ｱｲｺﾝ 

 業務ﾙｰﾙ管理ｱｲｺﾝの下に属す

る業務ﾙｰﾙ全て 
    ○ ○  

5 辞書ﾌｫﾙﾀﾞ 

      ｱｲｺﾝ 

 辞書ﾌｫﾙﾀﾞに属するﾃﾞｰﾀ項目

と業務ﾙｰﾙ全て 
○ ○ ○ ○ ○ ○  

6 ﾙｰﾄﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ 

      ﾌｫﾙﾀﾞ

 最上位のﾄﾞｷｭﾒﾝﾄﾌｫﾙﾀﾞであ

り，このﾌｫﾙﾀﾞに属するﾄﾞｷｭ

ﾒﾝﾄ情報全て 

      ○ 

7 ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ 

      ﾌｫﾙﾀﾞ

 指定したﾄﾞｷｭﾒﾝﾄﾌｫﾙﾀﾞに属

するﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ情報全て 
      ○ 

 

リポジトリに登録された情報を印刷するときには,REPOSITORY-BROWSER の画面で印刷し

たいアイコンを選択します。 

RU
LE

RU
LE
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図 8.1-2に示す REPOSITORY-BROWSER の画面で指定できるオブジェクトを以下に示しま

す。 

(a) 「予算」ルートドキュメントフォルダおよびそれに属する「テストデータ」

「プログラム」などのドキュメントフォルダ 

(b) 「標準」「予算」辞書フォルダおよびそれに属するオブジェクト全て 

 

 

図 8.1-2 REPOSITORY-BROWSER 画面例 

 

 

(2) 印刷 

REPOSITORY-BROWSER の画面上で，印刷対象となるオブジェクトを選択した後，「

REPORT MANAGER より印刷」を実行します。REPORT MANAGER が起動され，印刷設定画面

が表示されます。 

リポジトリ内に各国語別に定義可能な情報については，REPOSITORY-BROWSER のメニュ

ーバー[表示]-[オプション]の[名称の指定]の設定内容に従って印刷されます。この設

定が「データ項目名と業務ルール名」の場合，標準名称の国語別には「日本語」を選択

します。 
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(3) 印刷設定 

印刷対象の絞り込みや印刷情報の設定を行います。 

 

 

図 8.1-3 REPORT MANAGER 印刷設定画面 

 

(a) 印刷設定 

REPOSITORY-BROWSER で指定した印刷対象オブジェクトの名称と種別が表示されます。

ユーザが入力することはできません。 

 

(b) 形式 

印刷する帳票が一覧表か仕様書か結合項目一覧表かを選択します。全て選択すること

も可能です。 

 1) 一覧表 

指定されたオブジェクトの種別に合わせて一覧表を印刷します。辞書データ項目･

データ項目管理・辞書フォルダはデータ項目一覧表を，業務ルール・業務ルール管

理は業務ルール一覧表を，ルートドキュメントフォルダ・ドキュメントフォルダは

ドキュメント一覧表を出力します。 

 2) 仕様書 

指定されたオブジェクトの種別に合わせて仕様書を印刷します。「対象言語」で選

択した言語別情報を対象とします。データ項目は継承関係を持つことができますが，

「階層」で，「最下層印刷」を選択すると継承関係のある下位項目までが印刷対象

になります。また，「選択対象のみ」を選択すると，選択されたオブジェクト（デ

ータ項目）のみが印刷対象になります。 
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 3) 結合項目一覧表 

指定されたオブジェクトが結合項目である場合のみ結合項目の構成一覧が印刷され

ます。結合項目が存在しない場合，何も印刷されません。 

 4) レコードレイアウト 

RECORD EDITOR の印刷機能を用いてレコードレイアウトを印刷します。指定された

オブジェクトが結合項目である場合のみ印刷対象となります。 

 

(c) ヘッダ・フッタ 

ヘッダ・フッタ情報を入力します。各種ドキュメントの左上と右下にそれぞれヘッダ

・フッタとして印刷されます。 

  

(d) 用紙サイズ・印刷部数 

用紙サイズ・印刷部数を設定します。 

 

(e) 出力方法 

指定したオブジェクトの出力方法を設定します。 

「印刷」を指定すると，次節に示す形式で各印刷が実行されます。 

REPORT MANAGER で提供するフォーマットをカスタマイズしたい時や，データの編集

を行いたい時は「CSV ファイル出力」を選択して下さい。各 CSV ファイルのフォーマ

ットは付録Ａに記述していますので参照下さい。 

レコードレイアウトについては，「印刷」のみの対象となりますので御注意下さい。 
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8.2 印刷方式 

 

リポジトリ登録情報の印刷機能としてデータ項目・業務ルールそれぞれの仕様書および

一覧表，結合項目構成一覧表，レコードレイアウト，ドキュメント一覧表の７種類の帳

票をサポートしています。 

 

8.2.1 データ項目一覧表 

データ項目辞書に登録されている辞書情報の一覧を印刷します。 

REPOSITORY-BROWSER では，ツリーに表示する名称を「データ項目名」と各国語別の「

標準名称」とで選択して表示できます。印刷する国語別は，この設定内容に従います。 

階層は１０階層までツリー形式で表示し，１１階層以降はその親となるデータ項目の項

番を示しています。結合項目は分類に「結合データ」と表示し，項目構成は一覧には印

刷されません。 

 

(1) データ項目名の名称によるデータ項目一覧 

REPOSITORY-BROWSER の表示オプションで「データ項目名」を設定した場合，画面に表

示されたツリービューの情報を印刷します。 

 

 

図 8.2-1 データ項目名によるデータ項目一覧表例 
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 1) 概要 

作成者，承認者，印刷日付，頁数，ヘッダ・フッタを印刷します。 

作成者，承認者は常に空白となります。 

 2) 辞書フォルダ名・国語別 

指定したオブジェクトが属する辞書フォルダ名と REPOSITORY-BROWSER の表示形式

で設定した国語別が印刷されます。表示方法に「データ項目名」を設定している場

合は，「日本語」が仮定されます。 

 3) 名前 

REPOSITRY-BROWSER のツリービューで表示された情報が印刷されます。継承関係は

１０階層までをツリーイメージで表示し，１１階層以降は親となるデータ項目の項

番をデータ項目の左側に表示します。 

 4) 基本属性（分類・桁数・小数部桁数・反復回数・標準名称・フリガナ） 

REPOSITORY-BROWSER のデータ項目編集の基本属性画面，およびソース生成属性の

基本属性画面で設定した情報を印刷します。結合項目の分類は，データ項目一覧表

には「結合データ」として印刷されます。 

 5) 更新日時 

印刷対象データ項目の最終更新日時を印刷します。 

 

(2) 標準名称によるデータ項目一覧 

REPOSITORY-BROWSER の表示方法の設定で，「標準名称」を設定した場合のツリービュ

ーの表示と同等の情報を印刷します。 

 

 

図 8.2-2 標準名称によるデータ項目一覧表例 
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8.2.2 データ項目仕様書 

REPOSITORY-BROWSER で登録したデータ項目の内容を印刷します。 

データ項目の属性の継承の有無は継承欄の「○」の有無で表しています。 

付加情報とコメントについては１ページに入りきらない場合，改頁を行います。 

図 8.2-3にデータ項目仕様書の印刷結果を示します。 

 

 

図 8.2-3 データ項目仕様書例 

 

 1) 概要 

作成者，承認者，印刷日付，頁数，ヘッダ・フッタを印刷します。 

作成者，承認者は常に空白となります。 

 2) 基本属性 

REPOSITORY-BROWSER のデータ項目編集の基本属性画面，およびソース生成属性画

面の基本属性で設定した情報を印刷します。印刷する内容を表 8.1-1に示します。 
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表 8.2-1 データ項目仕様書の印刷内容 

 

項番 対象 内容 

１ データ項目名 印刷対象データ項目名 

２ 辞書フォルダ名 データ項目が属する辞書フォルダ名 

３ 親データ項目名 データ項目の継承先親データ項目名 

４ データ項目種別 データ項目の種別 

５ 国語別 REPOSITORY-BROWSERの[表示]-[オプション]で指定した国語 

６ 標準名称 指定した国語の標準名称 

７ フリガナ フリガナ 

８ 分類 分類 

９ 桁数 桁数 

10 小数部桁数 小数部桁数 

11 反復回数 反復回数 

 

 

 3) 言語別詳細属性 

REPORT MANAGER の印刷指定画面で指定した言語別の詳細属性が印刷されます。対

象言語・名前・タイプ・フリー定義（または取りうる値）・編集文字列・初期値・

フィールドの情報です。 

 4) 付加情報 

REPOSITORY-BROWSER のデータ項目編集の基本属性画面で設定したフィールドとコ

メントを印刷します。 
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8.2.3 結合項目構成一覧表 

指定された結合項目の構成を一覧表として印刷します。 

下位の結合項目に対する構成も含めて，設定画面で指定した言語の言語別詳細属性をツ

リー形式で表示しています。レベルは 10 レベルまで表示し，11 レベル以降はその上位

項目となるデータ項目の項番を示します。 

図 8.2-4に結合項目構成一覧表の印刷結果を示します。 

 

 

図 8.2-4 結合項目構成一覧表 

 

 1) 概要 

作成者，承認者，印刷日付，頁数，ヘッダ・フッタを印刷します。 

作成者，承認者は常に空白となります。 

 2) 辞書フォルダ名・結合項目名・国語・言語 

指定した結合項目が属する辞書フォルダ名，印刷対象である結合項目名が印刷され

ます。また，国語は REPOSITORY-BROWSER の表示方法で設定した国語別，言語は印

刷設定画面で設定した対象言語が印刷されます。表示方法に「データ項目名」を設

定している場合は，「日本語」が仮定されます。 

 3) 基本情報(データ項目名，標準名称，桁数，小数，反復)  

REPOSITORY-BROWSER のデータ項目編集の基本属性画面，およびソース生成属性の

基本属性画面で設定した情報を印刷します。 

 4) 言語別情報(名前，タイプ,編集文字列)  

REPOSITORY-BROWSER のソース生成属性の言語別詳細属性で設定した名前，タイプ，

編集文字列などを印刷します。 

 5) 更新日時 

印刷対象となるデータ項目の最終更新日時を印刷します。 
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8.2.4 レコードレイアウト 

RECORD EDITOR を起動し，指定した結合項目の構成をレコードのレイアウトイメージで

印刷します。レコードレイアウトはＣＳＶ出力をサポートしていませんので印刷のみの

実行となります。 

図 8.2-5にレコードレイアウトの印刷結果を示します。 

 

 

図 8.2-5 レコードレイアウト 

 

 1) 概要 

作成者，承認者，印刷日付，頁数，ヘッダ・フッタを印刷します。 

作成者，承認者は常に空白となります。 

 2) レコードレイアウト 

結合項目の構成をレコードのレイアウトイメージで印刷します。 

RECORD EDITOR で画面上に展開するレコードレイアウトと同じ形式になります。詳

細は「RECORD EDITOR  取扱説明書」を参照して下さい。 
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8.2.5 業務ルール一覧表 

リポジトリに登録されている業務ルールの一覧を印刷します。 

REPOSITORY-BROWSER では，ツリーに表示する名称を「業務ルール名」と各国語別の「

標準名称」とで選択して表示できます。印刷する国語別は，この設定内容に従います。 

 

(1) 業務ルール名の名称による業務ルール一覧 

REPOSITORY-BROWSER の表示方法の設定で「業務ルール名」を設定した場合の例を示し

ます。 

 

 

図 8.2-6 業務ルール名による業務ルール一覧表例 

 

 1) 概要 

作成者，承認者，印刷日付，頁数，ヘッダ・フッタを印刷します。 

作成者，承認者は常に空白となります。 

 2) 辞書フォルダ名・国語別 

指定したオブジェクトが属する辞書フォルダ名と REPOSITORY-BROWSER の表示方法

で設定した国語別が印刷されます。表示方法に「業務ルール名」を設定している場

合は，「日本語」が仮定されます。 

 3) 名前・標準名称 

表示方法が「業務ルール名」の場合は業務ルール名・標準名称が順に展開され，「

標準名称」の場合は標準名称・業務ルール名の順に印刷されます。 
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 4) 適用データ項目情報（ルール種別・適用データ項目名・適用条件） 

REPOSITORY-BROWSER の業務ルール作成のデータ項目で設定した適用項目の情報が

印刷されます。適用データ項目名は REPOSITORY-BROWSER の表示方法の設定に従い，

適用条件は，業務ルールに対するトリガを表しています。 

 5) 更新日時 

対象業務ルールの更新日時を印刷します。 

 

(2) 標準名称による業務ルール一覧表 

REPOSITORY-BROWSER の表示オプションで「標準名称」を設定した場合の印刷例を以下

に示します。 

 

 

図 8.2-7 標準名称による業務ルール一覧表例 
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8.2.6 業務ルール仕様書 

REPOSITORY-BROWSER の業務ルール作成で登録した業務ルールの内容を全て印刷します。 

図 8.2-8に業務ルール仕様書の印刷結果を示します。 

 

図 8.2-8 業務ルール仕様書 

 

 1) 概要 

作成者，承認者，印刷日付，頁数，ヘッダ・フッタを印刷します。 

作成者，承認者は常に空白となります。 

 2) 属性 

REPOSITORY-BROWSER の業務ルール作成の属性で設定した情報が国語別に印刷され

ます。 

表 8.2-2 業務ルール仕様書内容 
 

項番 対象 内容 

１ 業務ルール名 印刷対象業務ルール名 

２ 辞書フォルダ名 業務ルールが属する辞書フォルダ名 

３ 国語別 REPOSITORY-BROWSERの表示形式の設定で指定した国語別 

４ 標準名称 指定した国語の標準名称 

５ フリガナ フリガナ 

６ コメント 国語別のコメント 

７ フィールド フィールド１～３ 
 

 3) ルールスクリプト 

REPOSITORY-BROWSER の業務ルール作成のルールスクリプト画面で記述したルール

スクリプトを全て印刷します。設定画面で指定した記述言語のスクリプトが対象と

なります。１頁に入りきらない場合は改頁します。 

 4) データ項目 

業務ルール種別・組み合わせるデータ項目とそれに対するキーワード・適用条件を

印刷します。 
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8.2.7 ドキュメント一覧表 

ドキュメントフォルダに登録しているドキュメントの詳細情報を，一覧表として印刷し

ます。■がフォルダを，●がドキュメントを表しています。 

 

 

図 8.2-9 ドキュメント一覧表 

 

 1) 概要 

作成者，承認者，印刷日付，頁数，ヘッダ・フッタを印刷します。 

作成者，承認者は常に空白となります。 

 2) フォルダ名 

指定したオブジェクトが属するドキュメントフォルダ名が印刷されます。 

 3) ドキュメント種別 

REPOSITORY-BROWSER でドキュメントフォルダを選択した時のリストビューの情報

を印刷します。 

表 8.2-3 ドキュメント一覧表内容 

項番 対象 内容 

１ 名前 階層表示にて印刷する。１０階層までツリー表示し，１１階層

以降は左側に上位ドキュメントフォルダの項番を表示する。 

２ バージョン名 ドキュメントのバージョン名 

３ ドキュメント種別 リポジトリに登録したドキュメント種別。ドキュメントフォル

ダに対しては何も表示しない。 

４ 所有者 ドキュメントの所有者 

５ 更新日時 ドキュメントの更新日時 (*1) 

６ コメント コメント 

(*1)：REPOSITORY-BROWSER では，ドキュメントの更新日時を「ﾁｪｯｸｲﾝ日時」と「ﾌｧｲﾙ

の更新日時」とを選択して表示できます。印刷する更新日時は，この設定内容に

従います。 
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8.3 印刷例 

 

データ項目・業務ルールそれぞれの仕様書および一覧表，結合項目構成一覧表，レコー

ドレイアウト，ドキュメント一覧表の７種類の印刷例を示します。 

 

(1) データ項目一覧表 

 

 

図 8.3-1 データ項目一覧表印刷例 
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(2) データ項目仕様書 

 

 

図 8.3-2 データ項目仕様書印刷例 

 

 

(3) 結合項目構成一覧表 

 

 

図 8.3-3 結合項目構成一覧表印刷例 
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(4) レコードレイアウト 

 

 

図 8.3-4 レコードレイアウト印刷例 

 

 

(5) 業務ルール一覧表 

 

 

図 8.3-5 業務ルール一覧表印刷例 
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(6) 業務ルール仕様書 

 

 

図 8.3-6 業務ルール仕様書印刷例 

 

 

(7) ドキュメント一覧表 

 

 

図 8.3-7 ドキュメント一覧表印刷例 
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付 録

  

付録Ａ CSV 出力形式 

 

付録Ｂ CSV ファイル出力時のファイル名称基準 

 

付録Ｃ コマンドライン起動パラメタ一覧 

 

付録Ｄ EUR ファイル名称 

 

付録Ｅ エラーログファイル 
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付録Ａ CSV 出力形式 
 

印刷設定画面で CSV 出力を指定した場合，帳票は印刷されずに印刷情報を格納した CSV

ファイルを出力します。 

それぞれの帳票の CSV ファイルのフォーマットを示します。 

 

A.1 プログラム処理概要図 

(1) 表紙 

 その他情報 概要 データ画像 画像のﾌｧｲﾙ名 矢印画像 

1 ページ番号 概要１ データ上１ 上名称１ 矢印上１ 

2 “その他”＋ｎ＋“ファイル” 概要２ データ上２ 上名称２ 矢印上２ 

3 “以下入出力項目参照” 概要３ データ上３ 上名称３ 矢印上３ 

4 “その他”＋ｎ＋“ファイル” 概要４ データ上４ 上名称４ 矢印上４ 

5 “以下入出力項目参照” 概要５ データ上５ 上名称５ 矢印上５ 

6 “以降別紙参照” 概要６ データ下１ 下名称１ 矢印下１ 

7 “以降別紙参照” 概要７ データ下２ 下名称２ 矢印下２ 

8 “（次頁に続く）” 概要８ データ下３ 下名称３ 矢印下３ 

9  概要９ データ下４ 下名称４ 矢印下４ 

10  概要１０ データ下５ 下名称５ 矢印下５ 

11  概要１１ データ右 右名称 矢印右 

12  概要１２    

13  概要１３    

14  概要１４    

15  概要１５    

 

  入出力定義情報 

 項番 入出力項目 種別 IO ファイル名 コピー句 外部装置名 ｱｸｾｽﾓｰﾄﾞ 

1 項番1 入出力項目1 種別1 IO１ ファイル名1 コピー句1 外部装置名1 ｱｸｾｽﾓｰﾄﾞ1 

2 項番2 入出力項目2 種別2 IO２ ファイル名2 コピー句2 外部装置名2 ｱｸｾｽﾓｰﾄﾞ2 

3 項番3 入出力項目3 種別3 IO3 ファイル名3 コピー句3 外部装置名3 ｱｸｾｽﾓｰﾄﾞ3 

4 項番4 入出力項目4 種別4 IO4 ファイル名4 コピー句4 外部装置名4 ｱｸｾｽﾓｰﾄﾞ4 

5 項番5 入出力項目5 種別5 IO5 ファイル名5 コピー句5 外部装置名5 ｱｸｾｽﾓｰﾄﾞ5 

6 項番6 入出力項目6 種別6 IO6 ファイル名6 コピー句6 外部装置名6 ｱｸｾｽﾓｰﾄﾞ6 

7 項番7 入出力項目7 種別7 IO7 ファイル名7 コピー句7 外部装置名7 ｱｸｾｽﾓｰﾄﾞ7 

 

 入出力定義情報 パラメタ定義情報 

 接頭語 接尾語 キー 項番 表示項目 値 説明 

1 接頭語1 接尾語1 キー1 項番1 表示項目1 値1 説明1 

2 接頭語2 接尾語2 キー2 項番2 表示項目2 値2 説明2 

3 接頭語3 接尾語3 キー3 項番3 表示項目3 値3 説明3 

4 接頭語4 接尾語4 キー4 項番4 表示項目4 値4 説明4 

5 接頭語5 接尾語5 キー5 項番5 表示項目5 値5 説明5 

6 接頭語6 接尾語6 キー6     

7 接頭語7 接尾語7 キー7     

 

・入出力定義情報の８行目以降は別紙ファイルに出力します。 

・パラメタ定義情報の６行目以降は 別紙ファイルに出力します。 

(下段に続く) 

(下段に続く) 
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(2) ＸＭＬ定義 

 

 ＸＭＬ定義名 ＸＭＬファイル名 項番 指示項目 値 指示項目 値 その他の情報 

1 ＸＭＬ定義名 ＸＭＬファイル名 項番１ 指示項目１ 値１ 指示項目１ 値１ ページ番号 

2   項番２ 指示項目２ 値２ 指示項目２ 値２  

3   項番３ 指示項目３ 値３ 指示項目３ 値３  

4   項番４ 指示項目４ 値４ 指示項目４ 値４  

    ・ ・ ・     

29   項番 29 指示項目 29 値 29 指示項目 29 値 29 “（次頁に続く）” 
 

・１ページの最大行数は２９行です。 
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(3) インターフェース定義 

 

 インターフェース項目名 インターフェース名 オペレーション名 論理設計図ファイル名 

1 インターフェース項目名 インターフェース名 オペレーション名 論理設計図ファイル名 

2     

3     

4     

  ・ ・ ・   

22     

 

  

 IDL ファイル オブジェクト名 タイトル１ 値１ タイトル２ 

1 IDL ファイル名 オブジェクト名 ”日本語名”*1または
“モジュール”*4 

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝの日本

語名*1またはモジュ

ール名*2または空

白*3 

”戻り値の型”*1また
は“日本語名”*4 

2      

3      

4      

    ・ ・ ・  

22      

 

 

 値２ タイトル３ 値３ 項番 

1 戻り値の型*1またはｲﾝﾀｰ

ﾌｪｰｽの日本語名*2また

は空白*3 

“コメント”*1 または  “ベース
インターフェース”*4 

コメント*1 または ベースイ

ンターフェース名*2または

空白*3 

項番 1 

2    項番 2 

3    項番 3 

4    項番 4 

   ・ ・ ・  

22    項番 22 

 

 

 指示項目 値 指示項目 値 その他の情報 

1 指示項目 1 値 1 指示項目 1 値 1 ページ番号 

2 指示項目 2 値 2 指示項目 2 値 2  

3 指示項目 3 値 3 指示項目 3 値 3  

4 指示項目 4 値 4 指示項目 4 値 4  

      

22 指示項目 22 値 22 指示項目 22 値 22 “（次頁に続く）” 

 

(*1) インターフェース項目が「オペレーション」の場合 

(*2) インターフェース項目が「インターフェース」の場合 

(*3) インターフェース項目が「ＩＤＬ」の場合 

(*4) インターフェース項目が「インターフェース」または「ＩＤＬ」の場合 

(*5) １ページの最大行数は２２行です。 

 

(下段に続く) 

(下段に続く) 

(下段に続く) 
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(4) 部品定義 

 

 項番 展開部品名 コメント 部品ファイル名 プロシジャ名 

1 項番１ 展開部品名１ コメント１ 部品ファイル名１ プロシジャ名１ 

2 項番２ 展開部品名２ コメント２ 部品ファイル名２ プロシジャ名２ 

3 項番３ 展開部品名３ コメント３ 部品ファイル名３ プロシジャ名３ 

4 項番４ 展開部品名４ コメント４ 部品ファイル名４ プロシジャ名４ 

   ・ ・ ・   

37 項番３７ 展開部品名３７ コメント３７ 部品ファイル名３７ プロシジャ名３７ 

 

 

 引数 値 その他情報 

1 引数１ 値１ ページ番号 

2 引数２ 値２  

3 引数３ 値３  

4 引数４ 値４  

  ・ ・ ・  

37 引数３７ 値３７ “（次頁に続く）” 

 

・１ページの最大行数は３７行です。 

(下段に続く) 
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(5) ユーザ処理編成 

 

 ユーザ処理編成 追加コーディング その他情報 

1 ユーザ処理編成１ 追加コーディング１ ページ番号 

2 ユーザ処理編成２ 追加コーディング２  

3 ユーザ処理編成３ 追加コーディング３  

4 ユーザ処理編成４ 追加コーディング４  

  ・ ・ ・  

38 ユーザ処理編成３８ 追加コーディング３８ “（次頁に続く）” 

 

・１ページの最大行数は３８行です。 
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(6) チェック／編集条件表 

 

  入力項目 

 項番 標準名称 入力項目名 タイプ A タイプＢ 長さ 

1 項番１ 標準名称１ 入力項目名 1 タイプ A1 タイプＢ 1 長さ 1 

2 項番２ 標準名称２ 入力項目名 2 タイプ A2 タイプＢ 2 長さ 2 

3 項番３ 標準名称３ 入力項目名 3 タイプ A3 タイプＢ 3 長さ 3 

4 項番４ 標準名称４ 入力項目名 4 タイプ A4 タイプＢ 4 長さ 4 

  ・ ・ ・ ・ ・ ・    

19 項番１９ 標準名称 19 入力項目名 19 タイプ A19 タイプＢ 19 長さ 19 

 

 出力項目 

 業務ルール名称 標準名称 出力項目名 タイプ A タイプＢ 長さ 

1 業務ルール名称１ 標準名称１ 出力項目名 1 タイプ A1 タイプＢ 1 長さ 1 

2 業務ルール名称２ 標準名称２ 出力項目名 2 タイプ A2 タイプＢ 2 長さ 2 

3 業務ルール名称３ 標準名称３ 出力項目名 3 タイプ A3 タイプＢ 3 長さ 3 

4 業務ルール名称４ 標準名称４ 出力項目名 4 タイプ A4 タイプＢ 4 長さ 4 

   ・ ・ ・    

19 業務ルール名称１９ 標準名称 19 出力項目名 19 タイプ A19 タイプＢ 19 長さ 19 

 

 セクション名 その他情報 

1  ページ番号 

2   

3   

4   

 ・ ・ ・ 

19  “（次頁に続く）” 

 

・１ページの最大行数は１９行です。 

 

・長さ（入力）／長さ（出力） 

”けた数,小数部けた数”のようにカンマ区切りで出力します。このときのけた数には，小数部けた数
が含まれます。 

 

・タイプＡ／タイプＢ 

REPORT MANAGERの印刷設定画面で指定した言語区分が「COBOL 又は OOCOBOL」かつタイプがフリー

定義の場合にタイプＡへ設定します。それ以外の場合にはタイプＢへ設定します。 

 

 

(下段に続く) 

(下段に続く) 
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(7) メモ 

 

 メモ その他情報 

1 メモ 1 ページ番号 

2 メモ 2  

3 メモ 3  

4 メモ 4  

 ・ ・ ・ 

39 メモ 39 “（次頁に続く）” 

 

・1 ページの最大行数は３９行です。 
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(8) 別紙 

 

   入出力定義情報 

 その他情報 項番 入力項目名 種別 IO コピー句 外部装置名 

1 ページ番号 項番１ 入力項目名 1 種別 1 IO1 コピー句 1 外部装置名 1 

2  項番２ 入力項目名 2 種別 2 IO2 コピー句 2 外部装置名 2 

3  項番３ 入力項目名 3 種別 3 IO3 コピー句 3 外部装置名 3 

4  項番４ 入力項目名 4 種別 4 IO4 コピー句 4 外部装置名 4 

   ・ ・ ・    

16 “（次頁に続く）” 項番１ 6 入力項目名 16 種別 16 IO16 コピー句 16 外部装置名 16 

 

 入出力定義情報 パラメタ定義情報 

 ｱｸｾｽﾓｰﾄﾞ 接頭語 接尾語 キー 項番 指示項目 値 説明 

1 ｱｸｾｽﾓｰﾄﾞ1 接頭語１ 接尾語 1 キー1 項番 1 指示項目 1 値 1 説明 1 

2 ｱｸｾｽﾓｰﾄﾞ2 接頭語２ 接尾語 2 キー2 項番 2 指示項目 2 値 2 説明 2 

3 ｱｸｾｽﾓｰﾄﾞ3 接頭語３ 接尾語 3 キー3 項番 3 指示項目 3 値 3 説明 3 

4 ｱｸｾｽﾓｰﾄﾞ4 接頭語４ 接尾語 4 キー4 項番 4 指示項目 4 値 4 説明 4 

    ・ ・ ・    

16 ｱｸｾｽﾓｰﾄﾞ16 接頭語 16 接尾語 16 キー16 項番 16 指示項目 16 値 16 説明 16 

 

・1 ページの最大行数は１６行です。 

(下段に続く) 
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(9) 表紙（非標準印刷） 

 

 その他情報 概要 データ画像 画像のファイル名 矢印画像 

1 ページ番号 概要 1 データ上１ 上名称 1 矢印上 1 

2 “その他”＋ｎ＋“ファイル” 概要 2 データ上 2 上名称 2 矢印上 2 

3 “以下入出力項目参照” 概要 3 データ上 3 上名称 3 矢印上 3 

4 “その他”＋ｎ＋“ファイル” 概要 4 データ上 4 上名称 4 矢印上 4 

5 “以下入出力項目参照” 概要 5 データ上 5 上名称 5 矢印上 5 

6 “以降別紙参照” 概要 6 データ下 1 下名称 1 矢印下 1 

７ “以降別紙参照” 概要 7 データ下 2 下名称 2 矢印下 2 

8 “次頁に続く” 概要 8 データ下 3 下名称 3 矢印下 3 

9  概要 9 データ下 4 下名称 4 矢印下 4 

10  概要 10 データ下 5 下名称 5 矢印下 5 

11  概要 11 データ右 右名称 右矢印 

12  概要 12  

13  概要 13  

14  概要 14  

15  概要 15    

 

 項番 列Ａ 列Ｂ 列Ｃ 列Ｄ 列Ｅ 

1  見出しＡ１ 見出しＢ１ 見出しＣ１ 見出しＤ１ 見出しＥ１ 

2 項番１ 入出力項目Ａ１ 入出力項目Ｂ１ 入出力項目Ｃ１ 入出力項目Ｄ１ 入出力項目Ｅ１ 

3  見出しＡ 2 見出しＢ 2 見出しＣ 2 見出しＤ 2 見出しＥ 2 

4 項番 2 入出力項目Ａ 2 入出力項目Ｂ 2 入出力項目Ｃ 2 入出力項目Ｄ 2 入出力項目Ｅ 2 

5  見出しＡ 3 見出しＢ 3 見出しＣ 3 見出しＤ 3 見出しＥ 3 

6 項番 3 入出力項目Ａ 3 入出力項目Ｂ 3 入出力項目Ｃ 3 入出力項目Ｄ 3 入出力項目Ｅ 3 

７  見出しＡ 4 見出しＢ 4 見出しＣ 4 見出しＤ 4 見出しＥ 4 

8 項番 4 入出力項目Ａ 4 入出力項目Ｂ 4 入出力項目Ｃ 4 入出力項目Ｄ 4 入出力項目Ｅ 4 

 

 項番 指示項目 値 説明 

1 項番１ 指示項目 1 値１ 説明 1 

2 項番 2 指示項目 2 値 2 説明 2 

3 項番 3 指示項目 3 値 3 説明 3 

4 項番 4 指示項目 4 値 4 説明 4 

5 項番 5 指示項目 5 値 5 説明 5 

6 項番 6 指示項目 6 値 6 説明 6 

７ 項番 7 指示項目 7 値 7 説明 7 

8 項番 8 指示項目 8 値 8 説明 8 

 

(下段に続く) 

(下段に続く) 
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(10) 別紙(非標準印刷) 

 

   入出力定義情報 

 その他情報 項番 列Ａ 列Ｂ 列Ｃ 列Ｄ 

1 ページ番号  見出しＡ１ 見出しＢ１ 見出しＣ１ 見出しＤ１ 

2  項番１ 入出力項目Ａ１ 入出力項目Ｂ１ 入出力項目Ｃ１ 入出力項目Ｄ１ 

3   見出しＡ 2 見出しＢ 2 見出しＣ 2 見出しＤ 2 

4  項番 2 入出力項目Ａ 2 入出力項目Ｂ 2 入出力項目Ｃ 2 入出力項目Ｄ 2 

5   見出しＡ 3 見出しＢ 3 見出しＣ 3 見出しＤ 3 

6  項番 3 入出力項目Ａ 3 入出力項目Ｂ 3 入出力項目Ｃ 3 入出力項目Ｄ 3 

７   見出しＡ 4 見出しＢ 4 見出しＣ 4 見出しＤ 4 

8  項番 4 入出力項目Ａ 4 入出力項目Ｂ 4 入出力項目Ｃ 4 入出力項目Ｄ 4 

    ・ ・ ・   

17   見出しＡ 9 見出しＢ 9 見出しＣ 9 見出しＤ 9 

18  項番 9 入出力項目Ａ 9 入出力項目Ｂ 9 入出力項目Ｃ 9 入出力項目Ｄ 9 

 

 入出力定義情報 パラメタ定義情報 

 列Ｅ 項番 指示項目 値 説明 

1 見出しＥ１  指示項目 1 値１ 説明 1 

2 入出力項目Ｅ１ 項番１ 指示項目 2 値 2 説明 2 

3 見出しＥ 2  指示項目 3 値 3 説明 3 

4 入出力項目Ｅ 2 項番 2 指示項目 4 値 4 説明 4 

5 見出しＥ 3  指示項目 5 値 5 説明 5 

6 入出力項目Ｅ 3 項番 3 指示項目 6 値 6 説明 6 

７ 見出しＥ 4  指示項目 7 値 7 説明 7 

8 入出力項目Ｅ 4 項番 4 指示項目 8 値 8 説明 8 

   ・ ・ ・   

17 見出しＥ 9  指示項目 17 値 17 説明 17 

18 入出力項目Ｅ 9 項番 9 指示項目 18 値 18 説明 18 

 

・1 ページの最大行数は，入出力定義情報・パラメタ定義情報ともに１８行です。 

 

(下段に続く) 
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A.2 データ定義仕様書 

 
 項番 標準名称 レベル データ項目 タイプＡ タイプＢ 

1 項番 1 標準名称 1 レベル 1 データ項目 1 タイプＡ 1 タイプＢ 1 

2 項番 2 標準名称 2 レベル 2 データ項目 2 タイプＡ 2 タイプＢ 2 

3 項番 3 標準名称 3 レベル 3 データ項目 3 タイプＡ 3 タイプＢ 3 

4 項番 4 標準名称 4 レベル 4 データ項目 4 タイプＡ 4 タイプＢ 4 

    ・ ・ ・   

34 項番 34 標準名称 34 レベル 34 データ項目 34 タイプＡ 34 タイプＢ 34 

 
 桁数 小数部桁数 反復回数 辞書 位置 区分 

1 桁数 1 小数部桁数 1 反復回数 1 辞書 1 位置 1 区分 1 

2 桁数 2 小数部桁数 2 反復回数 2 辞書 2 位置 2 区分 2 

3 桁数 3 小数部桁数 3 反復回数 3 辞書 3 位置 3 区分 3 

4 桁数 4 小数部桁数 4 反復回数 4 辞書 4 位置 4 区分 4 

      ・ ・ ・ 

34 桁数 34 小数部桁数 34 反復回数 34 辞書 34 位置 34 区分 34

 
 サブ属性 その他情報 

1 文字列 1  

2 文字列 2  

3 文字列 3  

4 文字列 4  

   

34 文字列 34 “次頁に続く” 

 

・1 ページの最大出力行数は３４行です。 

 

(下段に続く) 

(下段に続く) 
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A.3 レコード定義仕様書 

 
 項番 標準名称 レベル データ項目 タイプＡ タイプＢ 

1 項番 1 標準名称 1 レベル 1 データ項目 1 タイプＡ 1 タイプＢ 1 

2 項番 2 標準名称 2 レベル 2 データ項目 2 タイプＡ 2 タイプＢ 2 

3 項番 3 標準名称 3 レベル 3 データ項目 3 タイプＡ 3 タイプＢ 3 

4 項番 4 標準名称 4 レベル 4 データ項目 4 タイプＡ 4 タイプＢ 4 

    ・ ・ ・   

36 項番 36 標準名称 36 レベル 36 データ項目 36 タイプＡ 36 タイプＢ 36 

 
 桁数 小数部桁数 反復回数 辞書 位置 区分 

1 桁数 1 小数部桁数 1 反復回数 1 辞書 1 位置 1 区分 1 

2 桁数 2 小数部桁数 2 反復回数 2 辞書 2 位置 2 区分 2 

3 桁数 3 小数部桁数 3 反復回数 3 辞書 3 位置 3 区分 3 

4 桁数 4 小数部桁数 4 反復回数 4 辞書 4 位置 4 区分 4 

      ・ ・ ・ 

36 桁数 36 小数部桁数 36 反復回数 36 辞書 36 位置 36 区分 36 

 
 サブ属性 その他情報 

1 文字列 1  

2 文字列 2  

3 文字列 3  

4 文字列 4  

   

36 文字列 36 “次頁に続く” 

 

・1 ページの最大出力行数は３６行です。 

 

(下段に続く) 

(下段に続く) 
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A.4 コード表 

 

定義項目 対応するデータ１ 対応するデータ２  対応するデータ１０ 

AUTHOR 作者    

TBL-NAME-JP コードテーブル日本語名    

TBL-NAME コードテーブル記号名    

SUB-NAME-JP サブルーチン日本語名    

SUB-NAME サブルーチン記号名    

INT-NAME-JP インタフェース日本語名    

INT-NAME インタフェース記号名    

COMMENT コメント１行目    

 コメント 2 行目    

 :    

 コメントｎ行目    

CODE-DATA 1 2 … 10 

日本語項目名 日本語名称１ 日本語名称 2  日本語名称１０ 

記号項目名 記号名称 1 記号名称 2  記号名称１０ 

ﾃﾞｰﾀﾀｲﾌﾟ データタイプ 1 データタイプ 2  データタイプ１０ 

データ長 データ長 データ長  データ長 

1 データ 1行 1列め データ 1行 2列め  データ 1行 10 列め 

2 データ 2行 1列め データ 2行 2列め  データ 2行 10 列め 

: : :  : 

1000 データ 1000 行 1 列め データ 1000 行 2列め  データ 1000 行 10 列め 
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A.5 論理設計図 

(1) オブジェクト定義 

 

1 “オブジェクト番号” “オブジェクト名” “オブジェクト
日本語名” 

“インタフェース名” “スコープ付インタ
フェース名” 

2 オブジェクト番号 1 オブジェクト名 1 オブジェクト日

本語名 1 

インタフェース名 1 スコープ付インタ

フェース名 1 

3 オブジェクト番号 2 オブジェクト名 2 オブジェクト日

本語名 2 

インタフェース名 2 スコープ付インタ

フェース名 2 

: : : : : : 

 

1 “インタフェース日
本語名” 

“ベースインタフェース” “スコープ付ベースインタ
フェース” 

“IDL ファイル名” 

2 インタフェース日

本語名 1 

ベースインタフェース 1 スコープ付ベースインタフ

ェース 1 

IDL ファイル名 1 

3 インタフェース日

本語名 2 

ベースインタフェース 2 スコープ付ベースインタフ

ェース 2 

IDL ファイル名 2 

: : : : : 

 

1 “モジュール名” “属性名” “属性日本語名” “属性型” “スコープ付属性型” “属性モード” 
2 モジュール名 1 属性名 1 属性日本語名 1 属性型 1 スコープ付属性型 1 属性モード 1 

3 モジュール名 2 属性名 2 属性日本語名 2 属性型 2 スコープ付属性型 2 属性モード 2 

: : : : : : : 

 

1 “オペレーション” “オペレーション日
本語名” 

“呼び出し元オブ
ジェクト番号” 

“呼び出し元オブ
ジェクト名” 

“呼び出し先オブ
ジェクト番号” 

2 オペレーション 1 オペレーション日

本語名 1 

呼び出し元オブ

ジェクト番号 1 

呼び出し元オブ

ジェクト名 1 

呼び出し先オブ

ジェクト番号 1 

3 オペレーション 2 オペレーション日

本語名 2 

呼び出し元オブ

ジェクト番号 2 

呼び出し元オブ

ジェクト名 2 

呼び出し先オブ

ジェクト番号 2 

: : : : : : 

 

1 “呼び出し先オブジェクト名” “コメント” “ヘッダ” “フッタ” 
2 呼び出し先オブジェクト名 1 コメント 1 ヘッダ 1 フッタ 1 

3 呼び出し先オブジェクト名 2 コメント 2 ヘッダ 2 フッタ 2 

: : : : : 

 

・オブジェクト番号が改ページのキーとなります。 

 

・詳細については「SEWB+/CS-DESIGN ユーザーズガイド」を参照してください。 

(下段に続く) 

(下段に続く) 

(下段に続く) 

(下段に続く) 
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(2) オペレーション詳細情報 

 

1 “オペレーション” “オペレーション名” “オペレーション日本語名” “コメント” 
2 オペレーション 1 オペレーション名 1 オペレーション日本語名 1 コメント 1 

3 オペレーション 2 オペレーション名 2 オペレーション日本語名 2 コメント 2 

: : : : : 

 

1 “戻り値の型” “スコープ付戻り値の型” “引数名” “引数日本語名” 
2 戻り値の型 1 スコープ付戻り値の型 1 引数名 1 引数日本語名 1 

3 戻り値の型 2 スコープ付戻り値の型 2 引数名 2 引数日本語名 2 

: :  :  

 

1 “入出力” “引数型” “スコープ付引数型” “ユーザ例外” “スコープ付ユーザ例外” 
2 入出力 1 引数型 1 スコープ付引数型 1 ユーザ例外 1 スコープ付ユーザ例外 1 

3 入出力 2 引数型 2 スコープ付引数型 2 ユーザ例外 2 スコープ付ユーザ例外 2 

: : : : : : 

 

1 “リクエストコンテキスト名” “リクエストコンテキストコメント” “オブジェクト番号” 
2 リクエストコンテキスト名 1 リクエストコンテキストコメント 1 オブジェクト番号 1 

3 リクエストコンテキスト名 2 リクエストコンテキストコメント 2 オブジェクト番号 2 

: : : : 

 

 

1 “オブジェクト名” “ヘッダ” “フッタ” 
2 オブジェクト名 1 ヘッダ 1 フッタ 1 

3 オブジェクト名 2 ヘッダ 2 フッタ 2 

: : : : 

 

・オペレーション，またはオブジェクト番号が改ページのキーとなります。 

 

・詳細については「SEWB+/CS-DESIGN ユーザーズガイド」を参照してください。 

 

(下段に続く) 

(下段に続く) 

(下段に続く) 

(下段に続く) 
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A.6 データ項目一覧表 

 

項番 名前 分類 桁数 小数部桁数 反復回数 標準名称 フリガナ 

 

更新日時 辞書フォルダ名 （次頁に続く） 

 

・項番 

 データ項目数を示す１からの連番です。 

 

・名前，標準名称，フリガナ  

 REPOSITORY-BROWSER の表示形式の設定により，以下のように出力します。 

 

REPOSITORY-BROWSERの表示形式 「名前」欄 「標準名称」欄 「フリガナ」欄 

データ項目名と業務ルール名 

標準名称（日本語） 

標準名称（英語） 

標準名称（国語区分３） 

標準名称（国語区分４） 

データ項目名 

標準名称（日本語） 

標準名称（英語） 

標準名称（国語区分３） 

標準名称（国語区分４） 

標準名称（日本語） 

データ項目名 

データ項目名 

データ項目名 

データ項目名 

フリガナ（日本語） 

フリガナ（日本語） 

空白 

フリガナ（国語区分３） 

フリガナ（国語区分４） 

 

・分類・桁数，小数部桁数，反復回数 

 データ項目のそれぞれの属性を出力します。 

 

・更新日時 

 データ項目の更新日時を｢YY/MM/DD ｈｈ：ｍｍ：ｓｓ｣の形式で出力します。 

 

・辞書フォルダ名 

 データ項目が存在する辞書フォルダを示します。1行目にのみ出力されます。 

 

・（次頁に続く） 

 EUR による印刷時に，改頁処理に使用しているフィールドです。 

 

・「名前」欄の表示方法 

 「●」+半角スペース+単項目名」または「■+半角スペース+結合項目名」の形式で出力します。 

 階層１～階層１０までは「│」「├」「└」を使用して階層を表示します。 

 階層１１以降は「（親データ項目の項番）+ － +●or■+名前」で表示します。 

 

出力例： 項番 名 前 

 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

：

●  レベル１ 

└ ●  レベル２ 

   └●  レベル３ 

      └●  レベル４ 

        └●  レベル５ 

          └●  レベル６ 

            └●  レベル７ 

              └●  レベル８ 

                └●  レベル９ 

                  └●  レベル１０ 

               (10)－●  レベル１１ 

                            ： 

 

(下段に続く) 
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A.7 データ項目仕様書 

 

1 データ項目名継承ﾌﾗｸﾞ データ項目名*3 ﾌｨｰﾙﾄﾞ１名称 ﾌｨｰﾙﾄﾞ1継承ﾌﾗｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ1  
（ 次 頁 に

続く） 

2  辞書フォルダ名 ﾌｨｰﾙﾄﾞ2名称 ﾌｨｰﾙﾄﾞ2継承ﾌﾗｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ2 ｺﾒﾝﾄ*2  

3  親データ項目名 ﾌｨｰﾙﾄﾞ3名称 ﾌｨｰﾙﾄﾞ3継承ﾌﾗｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ3 ｺﾒﾝﾄ*2  

4  データ項目種別 ﾌｨｰﾙﾄﾞ4名称 ﾌｨｰﾙﾄﾞ4継承ﾌﾗｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ4 ｺﾒﾝﾄ*2  

5  国語別 ﾌｨｰﾙﾄﾞ5名称 ﾌｨｰﾙﾄﾞ5継承ﾌﾗｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ5 ｺﾒﾝﾄ*2  

6 標準名称継承ﾌﾗｸﾞ*1 標準名称*2 ﾌｨｰﾙﾄﾞ6名称 ﾌｨｰﾙﾄﾞ6継承ﾌﾗｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ6 ｺﾒﾝﾄ*2  

7 フリガナ継承ﾌﾗｸﾞ*1 フリガナ*2 ﾌｨｰﾙﾄﾞ7名称 ﾌｨｰﾙﾄﾞ7継承ﾌﾗｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ7 ｺﾒﾝﾄ*2  

8 分類継承ﾌﾗｸﾞ 分類 ﾌｨｰﾙﾄﾞ8名称 ﾌｨｰﾙﾄﾞ8継承ﾌﾗｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ8 ｺﾒﾝﾄ*2  

9 桁数継承ﾌﾗｸﾞ 桁数 ﾌｨｰﾙﾄﾞ9名称 ﾌｨｰﾙﾄﾞ9継承ﾌﾗｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ9 ｺﾒﾝﾄ*2  

10 小数部桁数継承ﾌﾗｸﾞ 小数部桁数 ﾌｨｰﾙﾄﾞ１0名称 ﾌｨｰﾙﾄﾞ10継承ﾌﾗｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ10 ｺﾒﾝﾄ*2  

11 反復回数継承ﾌﾗｸﾞ 反復回数 ﾌｨｰﾙﾄﾞ１1名称 ﾌｨｰﾙﾄﾞ11継承ﾌﾗｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ11 ｺﾒﾝﾄ*2  

12  対象言語 ﾌｨｰﾙﾄﾞ１2名称 ﾌｨｰﾙﾄﾞ12継承ﾌﾗｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ12 ｺﾒﾝﾄ*2  

13 言語別名称継承ﾌﾗｸﾞ*1 言語別名称*1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ１3名称 ﾌｨｰﾙﾄﾞ13継承ﾌﾗｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ13 ｺﾒﾝﾄ*2  

14 言語別タイプ継承ﾌﾗｸﾞ*1 言語別タイプ*1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ１4名称 ﾌｨｰﾙﾄﾞ14継承ﾌﾗｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ14 ｺﾒﾝﾄ*2  

15  言語別ﾀｲﾌﾟﾌﾘｰ定義*1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ１5名称 ﾌｨｰﾙﾄﾞ15継承ﾌﾗｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ15 ｺﾒﾝﾄ*2  

16 編集文字列継承ﾌﾗｸﾞ*1 編集文字列*1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ１6名称 ﾌｨｰﾙﾄﾞ16継承ﾌﾗｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ16 ｺﾒﾝﾄ*2  

17 初期値継承ﾌﾗｸﾟ*1 初期値*1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ１7名称 ﾌｨｰﾙﾄﾞ17継承ﾌﾗｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ17 ｺﾒﾝﾄ*2  

18 言語別ﾌｨｰﾙﾄﾞ継承ﾌﾗｸﾞ*1 言語別ﾌｨｰﾙﾄﾞ*1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ１8名称 ﾌｨｰﾙﾄﾞ18継承ﾌﾗｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ18 ｺﾒﾝﾄ*2  

19   ﾌｨｰﾙﾄﾞ１9名称 ﾌｨｰﾙﾄﾞ19継承ﾌﾗｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ19 ｺﾒﾝﾄ*2  

20   ﾌｨｰﾙﾄﾞ20名称 ﾌｨｰﾙﾄﾞ20継承ﾌﾗｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ20 ｺﾒﾝﾄ*2  

：   ： ： ： ：  

 

・各継承フラグ 

 継承する場合「○」，継承しない場合空欄が出力されます。 

 

・フィールド１～２０ 

通常１フィールド１行で表示します。フィールド内容が55バイトを超える場合，55バイト以降は次

の行に出力します。この場合，フィールド名称も次の行に出力されます。 

 

・コメント 

 改行までの文字列をそれぞれの行に出力します。 

 

・（次頁に続く） 

 EUR による印刷時に，改頁処理に使用しているフィールドです。 

 

(*1) REPORT MANAGER の印刷設定画面で指定した言語別に従い出力されます。 

(*2) REPOSITORY-BROWSER の表示形式の設定により，以下のように出力します。「データ項目名」が

設定されている場合，「標準名称」欄には「標準名称（日本語）」が出力されます。 

(*3) ２１行目，６０行目，９９行目，（以降３９行毎）に同一内容が出力されます。 
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A.8 結合項目構成一覧表 

 

 項番 データ項目名 標準名称 桁数 小数部桁数 反復回数 名前 

1 項番 1 データ項目名 1 標準名称 1 桁数 1 小数部桁数 1 反復回数 1 名前 1 

2 項番 2 データ項目名 2 標準名称 2 桁数 2 小数部桁数 2 反復回数 2 名前 2 

3 項番 3 データ項目名 3 標準名称 3 桁数 3 小数部桁数 3 反復回数 3 名前 3 

4 項番 4 データ項目名 4 標準名称 4 桁数 4 小数部桁数 4 反復回数 4 名前 4 

    ・ ・ ・    

37 項番 37 データ項目名 37 標準名称 37 桁数 37 小数部桁数 37 反復回数 37 名前 37 

 
 タイプ A タイプＢ 編集文字列 更新日時 その他情報 

1 タイプ A1 タイプＢ 1 編集文字列 1 更新日時 1  

2 タイプ A2 タイプＢ 2 編集文字列 2 更新日時 2  

3 タイプ A3 タイプＢ 3 編集文字列 3 更新日時 3  

4 タイプ A4 タイプＢ 4 編集文字列 4 更新日時 4  

      

37 タイプ A 37 タイプＢ 37 編集文字列 37 更新日時 37 “次頁に続く” 

 

・1 ページの最大出力行数は３７行です。 

 

・タイプＡ／タイプＢ 

REPORT MANAGER の印刷設定画面で指定した言語区分が「COBOL 又は OOCOBOL」かつタイプがフリー

定義の場合にタイプＡへ設定します。それ以外の場合にはタイプＢへ設定します。 

 

 

(下段に続く) 
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A.9 業務ルール一覧表 

 

項番 名前 標準名称 更新日時 ルール種別 適用項目 適用条件 

 

辞書フォルダ名 （次頁に続く） 

 

・項番 

 業務ルール数を示す１からの連番です。 

 

・名前・標準名称 

 REPOSITORY-BROWSER の表示形式の設定により，以下のように出力します。 

 

REPOSITORY-BROWSERの表示形式 CSV形式の「名前」欄 CSV形式の「標準名称」欄 

データ項目名と業務ルール名 

標準名称（日本語） 

標準名称（英語） 

標準名称（国語区分３） 

標準名称（国語区分４） 

業務ルール名 

標準名称（日本語） 

標準名称（英語） 

標準名称（国語区分３） 

標準名称（国語区分４） 

標準名称（日本語） 

業務ルール名 

業務ルール名 

業務ルール名 

業務ルール名 

 

・更新日時 

 業務ルールの更新日時を｢YY/MM/DD ｈｈ：ｍｍ：ｓｓ｣の形式で出力します。 

 

・ルール種別 

 「専用」もしくは「共用」を出力します。 

 

・適用項目 

 適用項目を出力します。 REPOSITORY-BROWSER の表示形式の設定に従います。 

 

REPOSITORY-BROWSERの表示形式 CSV形式の「適用項目」欄 

データ項目名と業務ルール名 

標準名称（日本語） 

標準名称（英語） 

標準名称（国語区分３） 

標準名称（国語区分４） 

データ項目名 

適用するデータ項目の標準名称（日本語） 

適用するデータ項目の標準名称（英語） 

適用するデータ項目の標準名称（国語区分３） 

適用するデータ項目の標準名称（国語区分４） 

 

・適用条件 

 「入力」「出力」「－」のいずれかを出力します。 

 

・辞書フォルダ 

 業務ルールが存在する辞書フォルダを作成します。１行目にのみ出力されます。 

 

・（次頁に続く） 

 EUR による印刷時に，改頁処理に使用しているフィールドです。 

 

(下段に続く) 
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A.10 業務ルール仕様書 

 
1 業務ルール名*3  ルールスクリプト*1     （次頁に続く） 

2 辞書フォルダ  ： 項番１ 適用データ項目1*2 キーワード1 適用条件1  

3 業務ルール種別  ： 項番２ 適用データ項目2*2 キーワード2 適用条件2  

4 国語別*2  ： 項番3 適用データ項目3*2 キーワード3 適用条件3  

5 標準名称*2  ： ： ： ： ：  

6 フリガナ*2  ： ： ： ： ：  

7 コメント*2  ： ： ： ： ：  

8 コメント*2  ： ： ： ： ：  

9 コメント*2  ： ： ： ： ：  

10 コメント*2  ： ： ： ： ：  

11 コメント*2  ： ： ： ： ：  

12   ： ： ： ： ：  

13 フィールド１ 名称 フィールド１ ： ： ： ： ：  

14 フィールド２ 名称 フィールド２ ： ： ： ： ：  

15 フィールド３ 名称 フィールド３ ： ： ： ： ：  

16 記述言語*1*3  ： 項番16 適用データ項目16*2 キーワード16 適用条件16  

17   ： 項番17 適用データ項目17*2 キーワード17 適用条件17  

18   ： 項番18 適用データ項目18*2 キーワード18 適用条件18  

 ： ： ： ： ： ： ：  

24   ： 項番24 適用データ項目24*2 キーワード24 適用条件24  

 

・ルールスクリプト 

 ルールスクリプト中の改行までの文字列を，それぞれの行に出力します。 

 定義されているルールスクリプトを全てを出力します。  

 ルールスクリプト中のタブコードは，８文字単位に伸長されます。 

 

・コメント 

 改行までの文字列をそれぞれの行に出力します。 

 コメント中のタブコードは，8文字単位に伸長されます。 

  6 行目以降は出力されません。 

 

・項番 

 適用データ項目数を示す１からの連番です。 

 

・適用データ項目，キーワード，適用条件 

 適用するデータ項目を出力します。REPOSITORY- BROWSER の表示形式の設定に依存します。 

 

・（次頁に続く） 

 EUR による印刷時に，改頁処理に使用しているフィールドです。 

 

(*1) REPORT MANAGER の印刷設定画面で指定した言語別に従い出力されます。 

(*2) REPOSITORY-BROWSER の表示形式の設定に依存します。「業務ルール名」が設定されている場合，

「標準名称」欄には「標準名称（日本語）」が出力されます。 

(*3) ２５行目，６５行目，１０５行目，（以降４０行毎）に同一内容が出力されます。 
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A.11 ドキュメント一覧表 

 
項番 ドキュメント名 バージョン名 ドキュメント種別 所有者 更新日時 コメント 

 

ドキュメントフォルダ名 （次頁に続く） 

 

・項番 

 ドキュメント／ドキュメントフォルダ数を示す１からの連番です。 

 

・ドキュメント名，バージョン名，ドキュメント種別，所有者，コメント 

 ドキュメント／ドキュメントフォルダのそれぞれの属性を出力します。 

 

・更新日時 

ドキュメント／ドキュメントフォルダの更新日時を「YY/MM/DD  ｈｈ：ｍｍ：ｓｓ」の形式で出力

します。 

 

・ドキュメントフォルダ名 

一覧表に出力されたドキュメント／ドキュメントフォルダが存在する場所を示します。一行目にの

み出力されます。 

 

・（次頁に続く） 

 EUR による印刷時に，改頁処理に使用しているフィールドです。 

 

・「ドキュメント名」欄の表示方法 

「●」+半角スペース+ドキュメント名」または「■+半角スペース+ドキュメントフォルダ名」の形

式で出力します。 

 階層１～階層１０までは「│」「├」「└」を使用して階層を表示します。 

 階層１１以降は「（親ドキュメントフォルダの項番）+ － +●or■+名前」で表示します。 

 

出力例： 項番 名 前 

 1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

： 

■  フォルダ１ 

├■  フォルダ２ 

│├■  フォルダ３ 

││├■  フォルダ４ 

│││├■  フォルダ５ 

││││├■  フォルダ６ 

│││││├■  フォルダ７ 

││││││├■  フォルダ８ 

│││││││├■  フォルダ９ 

││││││││├■  フォルダ１０ 

││││││(10)－●  ドキュメント 

                            ： 

 

 

(下段に続く) 
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A.12 インパクトレポート 

 

(1)ユーザ定義データ 

作成者 印刷日付 ヘッダ フッタ ｲﾝﾊﾟｸﾄ起点ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ｲﾝﾊﾟｸﾄ起点詳細情報 

 
ｲﾝﾊﾟｸﾄ起点種別 更新日付 表示方向 表示関連種別 ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ種別 

 

(2)マッピングデータ 

 項番 方向 階層表示 影響対象名称 種別 影響対象詳細情報 

1 項番 1 方向 1 階層表示 1 影響対象名称 1 種別 1 影響対象詳細情報 1 

2 項番 2 方向 2 階層表示 2 影響対象名称 2 種別 2 影響対象詳細情報 2 

3 項番 3 方向 3 階層表示 3 影響対象名称 3 種別 3 影響対象詳細情報 3 

4 項番 4 方向 4 階層表示 4 影響対象名称 4 種別 4 影響対象詳細情報 4 

: : : : : : : 

28 項番 28 方向 28 階層表示 28 影響対象名称 28 種別 28 影響対象詳細情報 28 

 

 関連種別 その他 

1 関連種別 1 “（次頁に続く）” 
2 関連種別 2  

3 関連種別 3  

4 関連種別 4  

: :  

28 関連種別 28  

 

・1 ページの最大出力行数は２８行です。 

 

・「階層表示」欄の表示方法 

数字が階層を示します。 

 階層１～階層９までは「│」「├」「└」を使用して階層を表示します。 

 階層１０～階層２０までは「(親オブジェクトの項番)＋─＋数字」で表示します。 

 階層２１以降は「＊」を出力します。 

 

出力例： 項番 階層表示 

 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

：

21

22

：

● 

├① 

│├② 

││├③ 

│││├④ 

││││├⑤ 

│││││├⑥ 

││││││├⑦ 

│││││││├⑧ 

││││││││├⑨ 

│││││││(10)─⑩ 

       ： 

│││││││(20)─⑳ 

│││││││(21)─＊ 

       ： 

 

(下段に続く) 

(下段に続く) 
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付録Ｂ CSV ファイル出力時のファイル名称基準 
 

REPORT MANAGER で CSV ファイルを出力する場合のファイル名称基準を以下に示します。 

 

(1)プログラム処理概要図／データ定義仕様書印刷／レコード定義仕様書印刷の CSV 名称基準 

CSV ファイルの名称基準は以下のようになります。 

 

               ＋ <接尾語> ＋ ".csv" 

 

 

各仕様書毎の接尾語の内容は以下の通りです。 

項番 仕様書名 接尾語 

1 プログラム処理概要図(見出し：共通) _COM 

2 プログラム処理概要図(表紙：明細) _P1 

3 プログラム処理概要図(ＸＭＬ：明細) _XML 

4 プログラム処理概要図(インターフェース定義：明細) _IF 

5 プログラム処理概要図(部品定義：明細) _PRTS 

6 プログラム処理概要図(ユーザ処理編成：明細) _USR 

7 プログラム処理概要図(チェック／編集条件表：明細) _CHK 

8 プログラム処理概要図(メモ：明細) _MEM 

9 プログラム処理概要図(別紙：明細) _OTR 

10 データ定義仕様書(見出し) _DCOM 

11 データ定義仕様書(明細) _DMAP 

12 レコード定義仕様書(見出し) _RCOM 

13 レコード定義仕様書(明細) _RMAP 

 

  (例１)プログラム定義ファイル test1.csp の場合 

   ・見出し                     test1_COM.csv 

   ・表紙                       test1_P1.csv 

   ・ＸＭＬ定義                 test1_XML.csv 

   ・インターフェース定義       test1_IF.csv 

   ・部品定義                   test1_PRTS.csv 

   ・ユーザ処理編成             test1_USR.csv 

   ・チェック／編集条件表       test1_CHK.csv 

   ・メモ                       test1_MEM.csv 

   ・別紙                       test1_OTR.csv 

 

  (例２)データ定義ファイル test2.csd の場合 

  ・データ定義仕様書(見出し)   test2_DCOM.csv 

  ・データ定義仕様書           test2_DMAP.csv 

 

  (例３)レコード定義ファイル test3.csc の場合 

  ・データ定義仕様書(見出し)   test3_RCOM.csv 

  ・データ定義仕様書           test3_RMAP.csv 

<ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ定義ﾌｧｲﾙ名> 

又は <ﾃﾞｰﾀ定義ﾌｧｲﾙ名>

又は <ﾚｺｰﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ名>

(拡張子除く)
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(2)リポジトリ情報印刷の CSV ファイル名称基準 

ファイル名称基準は以下のようになります。 

 

<印刷対象ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ> ＋ <接尾語>[＋ <連番>][＋ "com" 又は <４桁連番>] ＋ ".csv" 

 

各仕様書毎の接尾語の内容は以下の通りです。 

 

項番 仕様書名 接尾語 ファイルの出力単位 

1 ドキュメント一覧表 doctbl 仕様書単位 

2 データ項目一覧表 itemtbl 仕様書単位 

3 データ項目仕様書 item データ項目単位 

4 業務ルール一覧表 ruletbl 仕様書単位 

5 業務ルール仕様書 rule 業務ルール単位 

6 結合項目構成一覧表 comp データ項目単位 

7 インパクトレポート impact データ項目単位 

 

リポジトリ情報印刷で CSV ファイルを出力する場合は，印刷対象となる REPOSITORY-

BROWSER のオブジェクトの種類に応じて見出しファイルと明細ファイルの名称が変わり

ます。 

 

項

番 

仕様書名 印刷対象の種類 CSV ファイルの出力内容 

H: 見出し／B: 明細 

1 ドキュメント H: doctbl1_com.csv 

B: doctbl1.csv 

2 

ドキュメント一覧表 

ドキュメントフォルダ H: doctbl1_com.csv, 

   doctbl2_com.csv, ･･･ 

B: doctbl1.csv, 

   doctbl2.csv, ･･･ 

3 データ項目 H: itemtbl1_com.csv 

B: itemtbl1.csv 

4 

データ項目一覧表 

辞書フォルダ H: itemtbl1_com.csv 

B: itemtbl1.csv, 

   itemtbl2.csv, ･･･ 

5 データ項目 H: item_com.csv 

B: item1_0001.csv, 

   item1_0002.csv, ･･･ 

6 

データ項目仕様書 

辞書フォルダ H: item_com.csv 

B: item1_0001.csv, 

   item1_0002.csv, ･･･ 

   item2_0001.csv, 

   item2_0002.csv, ･･･ 

          ･･･ 

   

 

 

（次頁へ続く） 

 



付録 

172 

（続き）   

7 業務ルール H: ruletbl1_com.csv 

B: ruletbl1.csv 

8 

業務ルール一覧表 

辞書フォルダ H: ruletbl1_com.csv, 

   ruletbl2_com.csv,･･･ 

B: ruletbl1.csv,  

   ruletbl2.csv, ･･･ 

9 業務ルール H: rule_com.csv 

B: rule1_0001.csv, 

   rule1_0002.csv, ･･･ 

10 

業務ルール仕様書 

辞書フォルダ H: rule_com.csv 

B: rule1_0001.csv, 

   rule1_0002.csv, ･･･ 

   rule2_0001.csv, 

   rule2_0002.csv, ･･･ 

          ･･･ 

11 データ項目 H: comp1_com.csv 

B: comp1_0001.csv, 

   comp1_0002.csv, ･･･ 

12 

結合項目構成一覧表 

辞書フォルダ H: comp1_com.csv, 

   comp2_com.csv, ･･･ 

B: comp1_0001.csv, 

   comp1_0002.csv, ･･･ 

   comp2_0001.csv, 

   comp2_0002.csv, ･･･ 

13 インパクトレポート データ項目 H: impact_com.csv 

B: impact.csv 
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(3) コード表情報ファイルの CSV ファイル名称基準 

ファイル名称基準は以下のようになります。 

 

<コード表情報ファイル名(拡張子除く)> ＋ ".csv" 

 

(4) 論理設計図ファイルの CSV ファイル名称基準 

ファイル名称基準は以下のようになります。 

 

(a) オブジェクト定義情報 

<論理設計図ファイル名(拡張子除く)> ＋ "_OB" + ".csv" 

 

(b) オペレーション詳細情報 

<論理設計図ファイル名(拡張子除く)> ＋ "_OP" + ".csv" 
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付録Ｃ コマンドライン起動パラメタ一覧 
 

以下のパラメタをコマンドラインに指定することで，印刷時の設定内容などをプログラ

ム起動時に指定することができます。 

 

項

番 

スイッチ スイッチの意味 デフォルト値 

1 /W 設定画面を表示する(A)／非表示にする(N) /W A 

2 /S サブシステム名(文字列指定) (指定なし) 

3 /I 用紙サイズ(Ａ４横(A4)/Ｂ４横(B4)/Ａ３横(A3)) /I A4 

4 /N 印刷部数(1～99 の数値) /N 1 

5 /H ヘッダ(文字列指定) (指定なし) 

6 /F フッタ(文字列指定) (指定なし) 

7 /P 標準印刷(S)／非標準印刷(E) /P S 

8 /T EUR で印刷(E)／Excel で印刷(X) /T E 

9 /L 印刷対象ファイル。「|」で区切ったファイルのフル

パスを指定する。 

(指定なし) 

10 /M 国語別情報(文字列指定)。リポジトリに指定した国語

別が存在しなければエラー。 

/M "日本語" 

11 /K1 プログラム処理概要図のユーザ処理編成(追加コーデ

ィングなし)を印刷する(A)／印刷しない(N) 

/K1 A 

12 /K2 プログラム処理概要図のユーザ処理編成(追加コーデ

ィングなし)を印刷する(A)／印刷しない(N) 

(指定なし) 

13 /K3 プログラム処理概要図のチェック／編集条件表を印刷

する(A)／印刷しない(N) 

/K3 A 

14 /K4 プログラム処理概要図のメモを印刷する(A)／印刷し

ない(N) 

/K4 A 

15 /K5 プログラム処理概要図の部品定義情報を印刷する(A)/ 

印刷しない(N) 

/K5 A 

16 /K6 プログラム処理概要図のインターフェース定義情報を

印刷する(A)/ 印刷しない(N) 

/K6 A 

17 /K7 プログラム処理概要図のＸＭＬ情報を印刷する(A)/ 

印刷しない(N) 

/K7 A 

18 /G データ定義仕様書の言語区分(文字列指定)。リポジト

リに指定した言語区分が存在しなければエラー。 

/G "COBOL 又は

OOCOBOL" 

19 /C CSV ファイル格納先(文字列指定)。指定したパスが存

在しなければエラー。 

(指定なし) 
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付録Ｄ EUR ファイル名称 
 

REPORT MANAGER が使用する EUR ファイルは以下の通りです。 

 

項番 仕様書名 ファイル名 

1 プログラム処理概要図(表紙) pds1_XX.agr 

2         〃          (別紙) pds4_XX.agr 

3         〃          (ＸＭＬ) pds8_XX.agr 

4         〃          (インターフェース) pds7_XX.agr 

5         〃          (部品) pds6_XX.agr 

6         〃          (ユーザ処理) pds2_XX.agr 

7         〃          (チェック／編集条件表) pds5_XX.agr 

8         〃          (メモ) pds3_XX.agr 

9         〃          非標準(表紙) pds1n_XX.agr 

10         〃          非標準(別紙) pds4n_XX.agr 

11 データ定義仕様書 dds_XX.agr 

12 レコード定義仕様書 rds_XX.agr 

13 ドキュメント一覧表 doctbl_XX.agr 

14 データ項目一覧表 itemtbl_XX.agr 

15 データ項目仕様書(１ページ目) item1_XX.agr 

16 データ項目仕様書(２ページ以降) item2_XX.agr 

17 業務ルール一覧表 ruletbl_XX.agr 

18 業務ルール仕様書(１ページ目) rule1_XX.agr 

19 業務ルール仕様書(２ページ以降) rule2_XX.agr 

20 インパクトレポート imp_XX.agr 

21 結合項目構成一覧表 comp_XX.agr 

 

ここで，ファイル名の末尾の XX には，用紙サイズを識別する区分(A3/B4/A4)が付与さ

れます。 

     例：item_a3.agr 
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付録Ｅ エラーログファイル 
 

REPORT MANAGER では，印刷処理実行時に DLL(Dynamic LinkLibrary)にて障害が発生し

た場合，エラーログファイルを出力します。 

 

(1) ファイル名称 

エラーログファイルのファイル名称は以下の通りです。 

"error.log" 

 

(2) ファイル格納先 

エラーログファイルは以下の場所に格納しています。 

REPORT MANAGER のインストールフォルダ 

エラーログファイルの格納先は，デフォルトでは次のように設定されています。 

システムドライブ:\Program Files\Hitachi\Sewb+ Report Manager 

 

(3) ログ形式 

エラーログの形式は以下の通りです。 

 

YYYY/MM/DD, HH:MM:SS, DLL=aaa, DLLERR=bbb, DLLMSG=ccc, APIERR=ddd, 

APIMSG=eee, OBJ=fff 

aaa：DLL ファイル名 

bbb：DLL のエラーID 

ccc：DLL のエラーメッセージ 

ddd：リポジトリ API 関数のエラーID*1 

eee：リポジトリ API 関数のエラーメッセージ*1 

fff：資源名称*2 

 

(*1) リポジトリ API 関数の使用時に，障害が発生した場合に出力します。 

(*2) 内部処理で資源名称を取得済みの場合に出力します。 
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